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今から百年も前の話になりますが、実り少ない教育を豊かな教育へと改革し、学び手や人々の生活の心に溶け込める教育の実
践に尽力された教育者ニコライ・グルントビー博士がいました。彼はデンマークの各地に国民高等学校を創立し、学びたい者すべてに学校を開放し、豊かな人材を育成する学校を創ることに成功しました。彼が書き遺した文章は、今の日本の教育にとっても警鐘を鳴らしていると私には思えます。その一部を紹介しましょう「我々は死に至る学校をよく知っている。 ＂死せる言葉＂でもって得々とすることを名誉とし、完璧な文法、完璧な学習のみを理想とし、人々の生活や心を無視していた学校を。そのような学校に通っても、そこで受けた教育が自分の人生にとってほとんど役に立たなかったことを我々は経験的に知っている。たとえ天使が書いた文章であっても、それは読み手の生活に溶け込めるものでない限り すべて死んだものである。 」グルントビー博士（デンマーク国民高等学校創始者）時は巡り、世界の状況は刻々と変化しています。日本の中でも、大震災、大津波、ゲリラ豪雨、土砂災害、異常気象、原発事
故、経済の停滞、金融危機 為替や株価の急激な変動、領土問題など、グローバル化、ＩＴ化 地球規模の気候変動に起因した、かつてない難しい問題 直面しています。こ 状況に鑑み 社会の変化とニーズに対応して、教育も変え いく必要に迫られています。
現在、日本の教育の弱点と指摘されていることは、 ＂想定外の事態に際し、適切な対応や判断ができない若者が多い＂ことで
す。すなわち、想定外なことや前例のないことに出くわすと、思考停止して全くのお手上げ状態に陥り ストップ まう。
 
「これからの教育はどうあるべきか」　　　　　　
数学者・秋山
　
仁先生との対談―今まさに問われていること―
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＂前例のあることや、やり方が決まっていること（すなわち、マニュアルがあるもの）なら、決められた通りにキチンとこなすのは得意だが、一度もやったことがないことになると全くお手上げ状態になる
 ＂ことです。
この困難を克服するために、いろいろな施策が講じられています。例えば、長い間、教育上のネックと考えられていた大学入
試制度を大改革する案も真剣に検討されています。
そこで、伝統ある『糺の会』で、千葉糺先生と共に＂これからの教育の在り方について＂ざっくばらんに討論し、ささやかな
提言をさせていただきたく存じます。
第一回対談
　
二〇一四年四月五日
昨年四月五日、今年四月四日、アルカディア市ヶ谷（私学会館）に多くの方々のご参加 もと、数学者・秋山仁先生をお迎え
し、 「これからの教育はどうあるべきか」という演題で連続対談を行った 特定非営利活動法人「現代社会の問題を糺し未来の扉を開く会」の活動 ご紹介の一部になる。ますます混迷する日本の中に生きていく上で、最も重要な教育に関するこの対談が、これからの私たちへの何らかの指針にもなるかも知れないと思い、対談 要約をまとめ発表することにした。Ⅰ
　
はじめに
総合司会
　
本日の総会のテーマは「これからの教育について」です。今回は講師として、大変ご高名な東京理科大学教授・秋山
仁先生をお招きして基調講演をいただき、その後、本会の不変のテーマであります「教育」についてより深く考えてまいりたいと思います。
私たちにとって、また日本の未来にとって、大変重要である教育に関する問題は皆様それぞれの御立場により、ご意見も多様
なものになると存じます。たくさんのご意見をいただき、白熱し 二時間半になるであろうと考えて す。それ は初め 『糺の会』代表理事・千葉糺からご挨拶を申し上げます。
 
千葉
　
大学や社会で「グローバル人材育成」という言葉が、頻繁に聞かれるようになりました。多くの大学が教育目標に掲げて
いると思います。
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グローバル人材とは一般的に「英語で意思疎通ができるホワイトカラーの常用雇用者」のことを指すようです。大学には、そ
のような人材を育てるべく、外国人教師の増加や授業の英語化、留学を組み込んだカリキュラム改定などが要求されています。「国が発展すると、必然的に語学力が低下する結果に至ることを当局者は認識しておく必要がある」と警鐘を鳴らしたのが夏目漱石。一九一一年のことです。「日本語は文章、演説には不便なのでこれからは英語を用いることだなどという愚かなことを言う者がいる。これは日本語の機微というものを知らないからだ」と福澤諭吉は当時の文部大臣・森有礼（もり
　
ありのり）を強く批判しました。漱石の三十
年ほど前、一八七六年のことです。
今から百年以上前にこのようなことがありました。われわれは現在、グローバル人材とは一体何なのか、その本質もあまり考えずに突き進もうとしています。おそらく明治以降ずっと、物事が上手くいかないと「改革が足りないからだ」と猛進しているのではないでしょうか。この問題に限りませんが、これからの日本の教育について 私たちは今、立ち止まり真剣に考えなくては けない時です。本日は著名な数学者・秋山仁先生をお招きし、大学生や大人の「これか
らの教育」について皆様とご一緒に、多岐に渡って話し合 有意義な、そして楽しいひとときにしたいと考えております。
秋山先生のごく簡単なプロフィールはレジュメに示 ています。レジュメでお分かりのように、ほぼ私たち二人は同年代、所謂「団塊の
世代」です。
  秋山先生と私との関係を簡単にお話いたします。共通の恩師・辻良平先生に学部時代学びました。私たちは大学院は外堀を隔てて、千代田区と新宿区になりましたが、二
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人とも科学の女王と言われる数学を専攻しました。
数学は元来、哲学とほぼ同義語ですが、秋山先生はミシガン大学等々で研鑽を積まれ、 「数学」の当時の新分野である「グラ
フ理論」 いう分野で数多くの論文を発表されています 他にも、どのようにして児童、生徒、学生、大人に数学あるいは算数を通して、知に関心を持たせるか、啓蒙的活躍をされていることは皆様ご存じと思います。
一方の私は、哲学・思想の分野に関心を持ち、現在も一私塾に属しています。恩師の辻先生が末期癌と分かって以来、秋山先生は病院との交渉というような間に立って、私は本会の社員でもある二人 医
師のご教示を受けて、病状の進行等についてご家族に連絡していました。それぞれ辻先生に何分の一かの恩返しをしたかなと思っています。
ただそれは、相談せずに結果的にであって、先日 と理科大で会ったのは三十数年ぶりになります。昔、神楽坂の居
酒屋で会って以来だったかなと思います。
団塊の世代は哲学がない、と最近 月刊誌『文藝春秋』に書いていましたが、ここにあげた二人の政治家を見ると納得してし
まいますが、お互い理学 なわち哲学的思考の道を歩んで今日に至っています。
秋山先生を一言で表すならば、真っ先に浮かぶのは「アウトサイダー（局外者） 」という言葉ではないでしょうかアウトサイダーの反対語は「インサイダー」です。秋山先生の活躍 見ると、アウトサイダーでもありますが 理科大の数学体験館長、評議員等々
インサイダー的なご活躍もされていますから、アウトサイダーではなく、インサイダーでもない。マージナルマン（境界人）という表現がぴったりだなと思っています。
マージナルマン（境界人）と言いましたが、それは何も大学運営 ことだけではありません。数学者と言った瞬間、元々（数学が）得意な人だったのではない 、という言い方がしばしばされ
ますが、秋山先生の書かれた著書にはいくつものエピソードが出てきます。例えば、こんなことが書かれています。
高校時代数学の授業中当てられて、何も分からないところを先生に「分からなかったら質問するも
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んだ」と言われた。
そこでとっさに、黒板に書かれていた文字を見て「その
10グラムって何ですか」と聞い
たら「馬鹿者！
　
これは対数の記号でログと読むんだ」と叱られた。しばらく
10グラム男
というあだ名がついたとか。 （笑）
そういう数学が分からない人間の苦しさを知っている、という意味でもマージナルマン（境
界人）だと思 ます。
もう一つ、 「日本人、外国人」 書きました。秋山先生はかつて 親に甘えずに自立しな
ければとアルバイトをあれこれされた中で、スナックのバーテンもしたことがある。そこでお客を呼ぶためにそこのママさんに「英語を話すインド人になりなさい」 言われ、ドーラン化粧をしてたいそう人気が出 。人気 出過ぎて本物のインド人を連れてきたお客さんがいて、偽物だ ばれたという話もあります。 （笑）日本人と外国人のマージナルです。
ここで一言申し上げておきます。本来、シンポジウム
Sym
posium
の原義は、 「激論の場」
ではなく、 「饗宴」という意味です。
Sym
は英語の
w
ith
の意味です。
質疑応答の時間も十分取りたいと思いますが、内容に関係あることならば、対談中でも、
どうぞ大いに割り込んで下さい。逆にこちらからもそうさせてい だきます。そ 方が、より活発な議論が展開できると思 ます。
基調講演、質疑応答に十分な時間を取りたいと思い、以上で私の挨拶を終わ せていた
だきます。
 
総合司会
　
それでは秋山先生、よろしくお願いいたします。
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Ⅱ
　
基調講演
︵１︶現在の日本が抱える教育の問題点秋山
　
今日は外では、最後になるかもしれない桜の花見が土手のところで賑やかに行われています。アルカディア市ヶ谷の玄関
には、 「外で花見をしている人のトイレは使用禁止です」という冷たいことが書いてありました（笑） 。ここは昔、私学会館と言って私学共済が運営している施設です。私も長いこと私学に勤めておりますので、よくここには来ております。
 千葉先生と私が並んだ写真は、さきほどのスライドにはありませんでした。ちょっと先生、立ってください（笑） 。どう見ても千葉先生の方が十年くらい先輩に見えます（笑） 。しかし私の方が先輩、人は見かけによらないものだということ
です（笑） 。
今日のタイトル「これから 教育について考える」といういかめしい題名は、千葉先生がお作りになるわけです。従順な秋山
君はそれにちゃんと従う、ということ ございます（笑） 。
今の時代、いろんな問題が起きています。先日も、以前、文部大臣をされていた有馬朗人 に呼ばれて、これからの教育は
どうあるべきかと問われました。最近起 っている ろんな事態、緊急事態というか、想定外の事態、大地震や大津波が起きたり原発が事故を起こしたり、株価が乱高下したり、中国や韓国が領土を主張したり、いろんな問題が次々にやってくる。
先ほど団塊の世代は哲学がない、と仰っていましたが、理念がなくあたふたしてしまう。これからますますこういう状況は激
化していくであろうと思われます。日本はどうなるんだろうか、戦争になる だろうか。
敵が攻めてくるかもしれないとか、 ろんな心配を皆さんもなさってい んじゃな で ょ か。タフな思考ができて、想定外のこと 次々にやってきても何とか持ちこた こ ができるような、 案・能力を有 る若者
を育てていく。そのためにはどうしたらいいのか 今までは日本の勉強は 子供の時から勉強漬けにして、 「いい子だから勉強しなさい」と言って勉強させ、東京大学に受かったら、 「い 子、いい子」という。これは少し大袈裟ですが こういう傾向がなかったとは言えない。今日は 受験のこ を なり批判しますが 批判す 前に白状しておかないといけないことがあります。
私は駿台予備校という予備校の名誉校長でもあります。ということは、受験のことは良いことも悪いこともよく知っています。
ひょっとするとみなさまの中に、 「あいつに習っ 」言う人がいるかもしれません。
それを先ず確認しなくてはいけない。習ったという人はちょっと手を挙げ ください（笑） 。一人ですか？
　
今日はお上品な
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学習院関係の方がたくさんいらしているということなので、少しお上品にお話させていただきます（笑） 。
グローバル化、ＩТ化、地球規模の気候変動等々かつてない難しい問題が次々にやってくる。そして社会の変革、ニーズに対
応し、教育の方針・理念も少しずつ変えなくては けない。教育関係者も今日は多数、お見えだと思います。教育の中に不易と流行という言葉があります。つまり、断じて変えては けないことと ずつ変えなくてはいけないことがあります。
私は、教育も少しずつ変えていかないといけないことがあると考えて ます。みなさんがよく分かっているように、日本人の
特性、想定外のことや前例のないことに出くわすと、思考が停止してしまう。
先ほどの写真に私の横に並んでいた元総理大臣、菅さんですね、あの方は原発の事故の時の総理大臣でした。彼はあの事態で
慌てていました。東京電力、あそこは大変優秀な 博士号を有するよ 方々が行く会社です。でも後手後手に ってしまった。今頃になって次々に明るみになってくる事実 こういうこともあるわけです。
今までの流行語、二十年くらい前からですかね、 「マニュアル人間」 「指示待ち人間」という言葉 あります。新入社員が使い
物にならないと嘆く上司の姿もよくみられました。目の前に山と仕事があ にもかかわらず、上司の命令がない限り、それに着手しようとしない。何でもマニュアルが いと、あるいは人に聞かないとできない。自分で考えるということが きない。学歴というのはあまり信用できないという で、当時のソニーの社長・井深さんだったか盛田さんだったかが『学歴無用論』という本まで出されました。
そして、年齢に応じて多様なことが言われています。 「受験生の本音」 、これは大学受験生 たりを考えながらこんなことが言
われてい す。 「頻出されるタイプの問題は確実に解いて、 れ以外の問題はどうせ、他の受験生も自分と同じように解けないのだから、せいぜい部分点を稼げばい んだ。地道 数 の勉強を普段からしても、そういう問題が解けるか否 は不確定だから、時間があるのならば、確実 得点アップに繋がる他教科に回した方が利口だ」 か言われています。予備校では「東京大学では六題の問題が出題される 試験時間は二時間半。そのとき、東大では（数学に関しては）三題半解ければ合格レベルに達する」とか言います。そう 六題のレベルの品定めを て、難 そうな をやらな のが賢いと れて、実際にそう う方も合格していきます。一方、強
つわ
者もの
で「自分は一番難しい問題以外はやりたくない」というやり方をした方で、岡潔先生という方がお
られます。この方は 九六〇年に文化勲章を受章された数学者です。 「複素多変数関数論」という分野をさ 世界のトップになった。和歌山県の橋本市というところでお育ち った。この方は易し 問題は一切やらなかった方です。そもそも高校で成績や点数をつけるということが気に入らない。だから自分が出来た問題は全部、試験中友達に回 という豪快な方でいらっしゃます。それで職員室に呼ばれてさんざん叱られたと言い す れは岡先生の随筆『春宵十話』の中に書 れ います。
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要するに現在は本当に難しい問題を、何時間も諦めず解決するなどという体験をあまりさせていない。これは学校でも、社会
でも、家庭でも、地域でもさせていない。それで突然、原子炉がこうなった！
　
猛暑が来た！
　
大雨が来た！とか言われても訓
練していないのであたふたしてしまう。「なるべくしてなった」と言っても過言ではないのかも知れなません。
︵２︶科学系オリンピックについて
次に「科学系オリンピック」について。私は一九九〇年に他の教科に先駆けて「数学オリンピック」というのをやりました。
当時の文部省に「突出した能力を有する若い人間をどんどん育てていかないと、将来が危うい。是非協力をしてもらいたい」と言いました。文部省では「文部省というのは若者全体の学力を向上させるために努力するところだから、一部の優秀な学生を育てても何もならない。悪いけど協力はできない」とけんもほろろでした。それでも諦めずに、当時日本数学会の会長をなさっていた藤田先生と早稲田の野口先生と三人でスクラムを組んで手弁当で頑張りました。最初の大会は、北京大会（一九九〇年） 。日本から選りすぐられた高校生六人を連れて北京に行きました。五十四ケ国が参加し、日本は初参加。マスコミをはじめとして大方の日本の方々は、日本は数学は優秀なんだ。世界に比べて特別数学は優秀だから、悪くても銅メダル まくいけば金メダル、一位になるのではないかというのが下馬評でした。ところが結果は、五十四ケ国中二十位。
私はそのときの団長でした。羽田に帰ってきて記者会見をしました 「先生は団長として、この結果をどのように責任を取る
つもりですか？」と聞かれました。 「ダンチョウの思い」 したね（笑） 。
ところが今、日本はだんだんそういう突出した能力も育ちつつあります これが何故大切かというと、ある一人の人のアイディ
アによって世界全体が変わるということがあり得るの す。 とえば、スティーブ・ジョブス。
i-P
ad
とかいろいろのものを作
り出しています。あっという間に世界を席巻して世 中 変わります。ビル・ゲイツ 然り。こう う人たちが出てきて大きく変えるのです。ですから、そういう頭脳 育てるということを、一つ視野に入れておかなくてはなら
二回目は、スエーデンで行われ日本は大躍進しました。それでも十二位。参加国は六十五ケ国ほどでした。そのころは冷たい冷たい世の中でした。 「そんなオリンピックなんて、やってもしょうがないんじゃない」 ように。ですが、
アメリカのシリコンバレーとかベル研究所 かいう大きな研究所はほ んど、中国人とインド人です 会社では「中国人が
1/3を
超えないように」とか「インド人が
1/3を超えないように」というきまりを作っているようです。私はベル研究所には二回ほど一
年ずつ行っていましたが、日本人研究員を探す が難し ように ってしまいま た。
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「物理オリンピック」 「化学オリンピック」 「生物オリンピック」 「地学オリンピック」 「情報オリンピック」とか合わせて七つのオリンピックがあるのですが、日本の学生はやったことのあるタイプの問題に対しては非常に出来る。しかし、今まで見たことのないタイプの問題にはお手上げです。こういう状態を少しずつ変えていかないとまずいのではないかと思われます。
︵３︶これからの教育に必要になること
社会人の大人は指示待ち人間、クリエイティブではないということは大分前から指摘されています。最近になって、経済同友会の長谷川閑史・代表幹事 「日本の技術者たちと話していると、
iP
ad
とか
iT
unes
は日本のメーカー
が作っている既存の部品を組み合わせた 過ぎない。技術的には何ら新しいものとは言 な 。大したことのない製品だ、などということをよく耳にする。自分たちに優れた技術力 あると言うのならば、なお こと、世界中の人々が欲しがるああいう製品を思いつけなかったこ こそ、日本の技術開発者たちが抱えている深刻な問題なのだ」と仰っ ます。これは研究所の研究員についても同じことが言えます なぜこんな日本 なってしまったんだろう。戦前、日本はかなり柔軟な発想を持ってユニークな新しい分野を開拓し、花開かせたのに。
ここに面白い本があります。 『失敗の本質―日本軍の組織論的研究』 （中公文庫） 、 れ 六人の専門家たちが知を結集してい
る本です。長いのでポイントだけ言いま 。
海軍、陸軍いずれの将校のタイプにも共通するのは、オリジナリティを奨励される
よりも、暗記と記憶力を強調した教育システムを通じて養成されたことである。このような暗記再現型の画一化された教育でも成績が昇進を左右したわけであるから、如何に要領よく整理し記憶するかがキャリア形成のポイントであった。このような教育で躾けられた行動様式は、戦闘が平時の訓練のように定まったシナリオで展開しているときはいいのだが いつ不測事態が起こるか分からない不確実性の高い状況下では、独自の判断を迫られるようになってくると十分に機能しなくなってしまう。
予測のつかない不測事態に臨機応変に対応できる人物は、定例的知識の記憶に優れ
る学校秀才からは生ま にくい。
 こう断じています。私も全くそう思います。 の本を反面教師として考えたいのは、生徒にオリジナリティを発揮させること
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を疎み、教える側が想定した解答を忠実に暗記・再現する奨励する環境下で育てられた学校秀才型人物は、想定内のことについては得意とするが、それ以外の事態にはきわめて弱いということになってしまいます。想定外の事態に対応できる人材を育てるためには、暗記・再現型の学びから脱却して、オリジナリティを 、自分の頭で考える学びに変えていかないといけないということで 。
今かなり恣意的に発言していますが、もうちょっと認知心理学とか脳科学の立場から教育改革を考えている方がいます。平田
オリザさんです。
 彼は『わかりあえないことから』 （講談社現代新書）という本の中で、大切なのは深
い思考を可能にする脳の動き、彼の言葉で言いますと、長期的な安定した 憶。定期試験範囲の内容を覚えるとか はありません。今年の一月にも五十六万人がセンターテストを受けましたが、そこ 八〇〇点取ったその学生に一年後、同じ試験をやらせてみる。大学教育でますます学力がつ て 八〇〇点 九〇〇点くらいになっ いるのでは、と考えるおめでたい人はこの中には一人もいらっしゃらないと思います。人間の能力はそれほど変化するもので ないから、
±五〇、 七五〇点以上は取るんじゃないかと思っ
ている方もあまりいない は。実際は二〇〇数十 剥落してし います。 「みーんな忘れちゃった！」と言います（笑） 。かかな記憶しかない。こんな学びに如何なる意義があるのか。
それよりも人生を通して、学校での学びが活用されて そ、本当の学びであると私は深く思っていますが、皆さんは如何でしょ
うか？
試験のため、喉元過ぎれば忘れてしまうような勉強など、どうでもいい。これま の学校で問われていたのは、従順さと根性
だった。先生の言うこと よく聞く、絶対に刃向かわ 、心象が悪くなるから。
高度成長時代には 根性があり、従順な産業戦士が求められ、理想の人材でした。ですが、これからの時代は、付加価値─他との違いやオリジナリティが利潤を生む産業が中心の社会に代わ てくるのだから、
従順さや根性ではなく発想力や主体性 新しい考え出す力、表現力やコミュニケーション力が求められてき したがって、教育は体験的で科目横断的な学習─プロジェクト学習とか課題学習と呼んでいます─ つ 参加体験型の教育にちょ とずつシフトしていかなければならない。ただ、実際にこれをやるのは大変なことです。ですが そういう方向にもっ かなく はな
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らないのです。
学校が終わったら、次は塾に行って学ぶ、それではほんとうに想定外の事態に対応できる若者を育てられるとは限らない。
︵４︶変化していく試験問題
試験問題も変わってきました 去年の麻布中学。 「図は、
99年後に誕生する予定の猫型ロボット・ドラえもんです。このドラ
えもんが優れた技術でつくられていても、生物として認められることはありません。その理由を述べよ」 。これに対しては、賛否両論でした。高校、大学、入社試験もどんどん変わってきました。
慶応ＳＦＣで出された問題の中に、皆さんが飛行機なんかでよくやっている
SU
D
O
K
U
（数独、ナンプレ）がありました。 「こ
んなものを出すとは見識がない」とお怒りの先生方の批判が多くありました。
私はそうは思わない。なぜならば、あれは条件に合う数を絞り込んで 入 って表を完成させていきますね。まさに必要
条件で候補を絞り して、十分性のチェックを るという数学的思考の最たるものである。
ですから、慶応の出題者が責められるのは的外れだと私は思っています海外の大学はどうか、オックスフォードやケンブリッジ。ケンブリッジの工 部： 「もし今いる地点から地球の真裏に穴をあ
けることが出来るとして、もしその穴に飛び込んだらどんなこ が起きるか？」
オックスフォードの生化学： 「海に塩が存在するのはなぜか？」 。ケンブリッジの計算機科学： 「棒高跳びの世界記録が約六・五メートルなのは ぜ ？
　
また、なぜその記録を破ることが出来
ないのか？」
こういうオープンエンドな問題が出されています、要するに解答が一つとは限ら い。日本でこれを出すとどう言う 、 「ど やって採点したのか」 「公平な採点なのか」「若者の能力など測定することなど出来っこない」と私は思っています。センターテストとかをやらせて、七五〇点の人が 七五一 の人よりも一点分劣っていますね、などという考えがあ にな
のか。あまりそういう を高く評価しない方が良い。当然、出題者が期待しているのは、解答者が正解らしきものをすらすら口にするようなことではなくて、一見掴みどころがない問題にどうアプローチし分析や推論を進め、関連付けられそうな例をあげながら、話を筋道を立てて興味深く展開できるかを観察 たいので 。聞いていて筋が通ってい 、説得力がある、面白い、引き付ける、こういう人は「合格」 。
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つまらないことを、ごそごそごそごそ、何を言っているのかよく分からない人、世の
中にいっぱいいますね（笑） 。そういうのは「不合格」 、それで文句あるか！という話なのです。︵５︶宮沢賢治の授業風景
平田オリザのいう「深い思考を可能にする長期的もの」 、そのためには感動や好奇心、
体験が必要になります。難しそうで が、実際にそれを実践していたわれわれの先達がたくさんいました。
日本国内にそういう素晴らしい先生はたくさんいました。新渡戸稲造先生、内村鑑三
先生、宮沢賢治先生、ウイリアム・スミス・クラーク先生とかたくさんいらっしゃいました。今日は時間の関係で、お一人だけ。皆さんがよくご存知の宮沢賢治先生（一八九六～一九三三）をご紹介いたします。
宮沢賢治先生はどうしてすばらし か。賢治先生は今から約百年前、岩手県花巻 農
学校、これは乙種の農学校です。勉強が嫌いな子が通 たのが乙種です。そこの先生を五年、たった五年 かやっていませ が賢治先生の授業を受けた教え子たちがみんな「賢治先生の授業は素晴らしかった」と言いました。なぜかというと、目に見えるように体験させてくれ 、そして五感を総動員して物事を感じるように教えてくれた。賢治先生は本来 土壌学の先生でし が、英語も国語も数学も、いろんな教科を教えてくれ 。そ 時その時に応じて、生徒が興味・感心を抱くように、ある きは劇にして、あるときはディベート あるときはディスカッションにして、あるときは飼育や栽培、観測をといういろんな体験をさせてくれた。ですから賢治先生の授業を受けた生徒たちは、そこで得た知識や技能は卒業後六〇年たった後も、ずっと役に立ったと言っています。これは私が聞いたのではな 直木賞作家 畑山博さんと 方が『教師・宮沢賢治のしごと』（小学館）という本を出版されて書いておられます。
賢治先生の授業はどうだったかを、教え子たちに聞いたこの本は一読に値します。賢治先生
の授業が素晴らしかったということを考えてみますと、 ほど申し上げたセンターテストが
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八〇〇点だった優秀な人が、なぜ一年間で二〇〇点以上も剥落するような学びをさせているかがよく分かります。教え子はこう言っています。 「賢治先生のように六〇年たっても学校で習った知識がずーっと役に立った、私はだから困ったことがない」 。要するに、勉強を教えるというよりも、勉強の仕方を教えた。賢治先生は 魚は美味いぞ」 、と言ってポーンと魚をくれたわけではないけれども、 「腹が減ったら魚はこうやって釣るんだ」ということ たのです。
 賢治先生の授業は一〇〇ぐらい紹介されていますけれども、今日は時間の関係から一
つだけご紹介 たします。先ほど申し上げましたように 賢治先生は土壌学の先生ですから、肥料のことについ お話しいたします。賢治先生は、五感を総動員して子供たちの脳裏に刻み込み、心にとけ込ませ、そしてそれが卒業後、いつでも活用できるような力をつけたい、こう考えました。賢治 生は、いつも授業の前に「お土産」と言っ 何か持って行っ 。 「窒素は重要な肥料であ 」ということを教えるその日は、前の日に神社に行って奉納されている「しめ縄」 借りてきて、教室に担いで持ってきた。午後の授業だったので、先生が来 前に生徒たちは、深い眠りについて た。それ どうやって彼らの目を覚まさせて、身を乗り出 て授業 聞かせるかということを、いつも考えていました。グループ学習でやろうかディベートで二組に分けてやろうかとか。最近、やっとそう ことが出てきましたが それを一〇〇年も前にやって たのです。「何だ、賢治が変なものを持ってきたぞ」と生徒がざわめきます。 「しめ縄を盗んできたのか」とか言いながら。だいたい、先生のことを「ケンジ」と呼ぶ はけしからんと思 ますが。千葉先生も 「タダス」と呼ば てい かも知れませんね（笑） 。それはさておき、まだ寝ている生徒もいますが、そうやって目を覚まさ 。 「 の変 形をしたしめ縄が何故、神社に奉納されているのか、それを考えるのが今日 目的である」 始め 授業の最初に目的を言う。大学 先生の中には九 分間、ずーっと授業を聞い いても、最後まで目的が分 ない人がいます（笑） そう う不思議な人が く るんです（笑） 。声が小さくて聞こえない先生もいます。 「先生、声が小さくて聞こえません」 「何！
　
聞こえない？
　
そういうときは心の耳で聞け！」と言っ
たり（笑） 。
賢治先生は「今日はクイズでやろう。何でこんな変な格好のものが神社に奉納されているんだろう」 。こういう風に、普段参
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加しない生徒を参加させることが重要です。全員参加させることができる先生は、凄い先生です。生徒が「先生、何かヒントをください」と言う。私は海外一三〇くらいの学校で授業をしてきましたが、日本は学年が進むに従って段々、手を挙げる率が下がります。小学校 は出来なくても、 「ハイ」 「ハイ」 「ハイ」とみんな手を挙げます。中学校になると激減する。高校になると絶滅危惧種に指定されるくらい（笑） 。大学などは絶対しない これは参加 いないという証左でもあります。アメリカでもイギリスでもドイツでもみんな煩いぐらい手を挙げます。 「そんなことは予習し 来いよ」と言いたいぐらいです。
賢治先生の授業に戻ります。 「よし、ヒントをあげよう。これはお天気に関するもの三つを表しているんだよ」 。生徒が言います、 「ウーン、天気か だったら白いギザギザは雷の稲妻じゃないかな」 。
「よく分かったな」と賢治先生は言う。
賢治先 は三対一の原則、三つ褒めて一つ叱る。こうやって薪を背負って本読んでいる人がい ね、校庭の隅に（笑） 。二宮尊徳先
生。あの先生は三対二の原則、 「可愛いくば五つ数えて三つ褒め、二つ叱って良き人となせ 叱るいうのは「いかる」とか「おこる」ということとは違います。叱るというのは相手が何故悪いのかをちゃんと理解できるように、理路整然 諭す です。これはプロじゃ 出来ない です。何故、十五歳でたばこを吸って いけないのか 何故、万引きをして いけないのか等々ちゃんと分かるように言ってあげる。賢治先生は三つ褒めて一つ叱る。もっ 言えば、その一つ 叱り そのために三つの褒めることを常に用意しておかなくてはいけないのです。 「お婆さん バスに乗せてあげてたなとか「教室の後ろの一輪挿しに綺麗なコスモスがかざってあ たが、あ 家から持ってきてくれ のか」とか、その子 良いと ろを賢治 ちゃんと把握して た。
 褒めながら「この白いギザギザは御幣と言うんだぞ」と教えてやる。褒められると生徒は勇気百倍です
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ここにいる千葉先生の教え子、きっと褒められたんですね。だから下手なパソコンも一生懸命やっているわけです（笑） 。バーッと茎みたいに落ちてくるもの、 「先生！それ雨だ！」 。「お前、凄い感性してるぞ！」と褒める。 「あいつが褒められるんだったら、俺も褒められたいな」と考える。 「この雨が出て
くる横綱の綱みたいなのは雲じゃないですか」 「そうだ、みんな今日は冴えてるな」「このしめ縄というのは雲と雨と雷を表しているんだ。雲があるところに雷が落ちる。そうすると、刺激されて雨になって空気の中には窒素が入って る。その窒素が雷の放電作用によって 空気から分離され 雨とともに地中に溶かし込まれる。窒素というのは農作物にとってはとても美味しい栄養なのだ。それをたらふく食べて豊作にな 。そう！五穀豊穣を祈って雨よ、降れ！雷よ、落ちよ！と念じてこれが神社に奉納されているんだ」 。ここまでは普通の先生、賢治先生はここではやめません。 「さぁ、みんな、このことを生涯忘れないように」と校庭に出る。「先生！
　
何やるんですか」などと言いながら生徒は興奮しています。
「さぁ、君たちに質問がある。この村で一番よく雷様が落ちるところはどこか？」「先生、この間あの松の木に落ちて、枝が折れま た」 か、 「あの変電所に落ちて、うちは停電になりました」とか「火の見やぐらに落ちました」とかいろいろ言います。「では、火の見やぐらは近いから行ってみよう」とみんなを連れて行きます。生徒は歌など歌っていきますが、賢治先生は道すがら、田んぼの稲の生育状況を自分の手で触って確かめなければいけない。「先生！
　
ここは穂はいっぱいあるんですが実が薄い」と言うと「原因を究明しなさい」と言う。
「あっ！
　
ここは雑草で養分をとられているみたいです」 「あっ、ここは水が枯れて、穂が枯れています」とか生徒が答える。
いろいろ体験させなが 、火の見やぐらのそばに行ってみると、子供たちもびっくり。穂もたわわ 豊作。賢治先生は胸を張って「私が教場で言ったことが真実であるということを理解したか！」と言います。理解していない生徒もまだたくさんいます。「級長、君はあそこの角のこの田んぼの持ち主のところへ行って聞いてきなさい、特別な肥料をやっているのかどうかを」 。級長が急いで聞 てきて「報告します。持ち主のところで聞 てきま ら、特別の肥料 や ていな のに、毎年、豊作続きで気味が悪い、と言ってました」 。賢治先生は言います、 「雷がしょっちゅう、ここには落ちている。雷が落ちるとい ことは、窒素を撒いているということなんだ。窒素という が作物にとって いかに重要なものであ かということが諸君は分かったか 窒素の他にもリン カリ、この三つが三大肥料である。その混合比率を決め ことによ 、最大の収穫を得ることが出来る その混合比率を決め にあた 、夏の日照時間、降雨量等々、土壌が酸性 アルカリ性かというものも重要になって来る こ
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らのことを連立方程式というものを使って、答えをのぞめるのである。その連立方程式をこれから教室に帰ってやろう」 。
要するに、賢治先生の授業は一つずつストーリー性があってわくわくします。子どもたちが自ずと引き込まれていきます。ス
リルとサスペンスが満ち溢れている、そういう授業です。そして、賢治先生が常々、学生に何を言っていたかというと、
「授業
は感動である」
。 「君たちは、ただ感動してくれさえすれば良いのだ。先生は分からないところは何度でも説明して、諸君を感動
させようと思っている」 。
賢治先生の教え子たちの証言をちょっとだけ紹介しましょう。
生徒の証言（一）
 「賢治先生は目に見えるように教えてくれました。肥料の教科書にはチリ硝酸とか石灰窒素、硫酸アンモニア、過リン酸石灰など舌を噛みそうな薬品の名前がズラズラと出てくるんですよ。それに〇がついていたり線でつながっていたり、×点が書いてあったりして、要するに、これとこれは混ぜてはだめとか、割合はどうとか、数学の計算みたいなことばかり出てくるんですよ。それが私は苦手でした。ところが賢治先生の教えは目に見えるので頭に入ってきまし 」
（二）
 「私はこの地で農業一筋の人生を送ってきました。冷害があったり、ここらで使われる牛の堆肥の種類が見た目には分からないけれども、水不足になったり、害虫に悩まされたり、いろんなことがありました。でもその都度、賢治先生から教わったことを基に、自分で考えて判断してやってこれたので、一度も困った は せんでした」
こういう証言を何百と畑山博さんが調べてきました。この本は二〇年くらい前のものですから、教え子の方々もご健在であっ
ても現在は九〇歳を超えていると思われます。
宮沢賢治はこ いう先生だったのです。 「雨ニモマケズ」など 詩人とか劇作家とか、そういうことで異才を放っていること
はみなさんご存知でしょうが、教育者 しても素晴らしい方でした。
物理学者アーネスト・ラザフォード（
E
rnest R
utherford 一八七一～一九三七）の言葉： 「概念や法則、新しく得た結果を素
人にも単純で非専門的な言葉 説明できないならば、あなたはまだ本当の意味 それらの内容について理解できていない」
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要するに「これは難しいから君たちには無理だ」というのは結局、その
人が何もわかってはいないんだと言っています、私ではなくラザフォードが（笑） 。︵６︶まとめ
まとめをこれから三分でやります（笑） 。まとめた後、もし賢治先生が数学を教えたら─実際に数学も教えていま
すが─どういう風にするかということを一、 二トピックとして「実況中継」します。
想定外に対応できる人材というのは、粘り強く集中力がある。知的好奇
心に満ち溢れていて、タフに思考できる人、 ういう人が大切です。そういう能力は「促成栽培」ではうまくいかない。長く時間がかかる。そのために先生がしなくてはいけないのは、先生自身が、無限に広がる知の素晴らしさに感動し、情熱と使命感を持ってそれを生徒たち 共有しようという努力を惜しまないこと。その松たいまつ
明の火が、生徒たちの心に、知に対する憧れ 火を強く灯すことになる。先生の情熱、たくましい意志、こういうものが重要なのです。今すぐ出来そうなことを五つにまとめました。
（一）
 日ごろの学習において暗記一辺倒から脱出し、試行錯誤の上、自分で考えなければ結論を導けないようなプロジェクト学習、課題学習を取り入れること。
（二）
 実験、観測、ものづくりや取材や討論、ゼミ形式を通じて観察力、思考力、分析力、判断力、コミュニケーション能力、そういうものを体得させること。
私は文科省の二〇〇二年からのカリキュラム 作成に携わっ 審議委員で 。そこで考 る能力を身 着けさせること、感じ
る感性を育て上げることが大事だと思い、有馬（朗人）先生や西澤（潤一）先生や三浦朱門先生という方々二〇数人で審議会をやって、 「考えるゆとり、感じる感性を育てる教育」にしていこうということで、カリキュラムを作りました。ところがそれが世に出 前からコテンパンにやっつけられました。学力低下につながる、あんなものは駄目だ！とボコボコにやられました。今生きて皆さんにお目にかかれ のが不思議なくら やられました（笑） 。デマもいろいろ飛び交って、円周率が３になるなど一
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度も決まったことも、言ったこともないのにまことしやかにです
（一）
。皆さんの中にもそれを信じていらっしゃる方がおられる
と思います。文部広報で何度も否定しました、そんなことはないと。ところが、電車のつり広告にまで「四角い頭を丸くします」とか出ました（笑） 。 「あなたのお子さんは馬鹿になります。是非、うちの塾に」とか。あの頃のことは思い出したくもない（笑） 。でも、こう うことは時間がかかってもやるべきです。考えるゆとり、感じるゆとりなのです だらけていい加減にやっているのは駄目になる、という当たり前のことなど一度も言ったことはない。ところがそうねじ曲げて取られたのです。（三）
 一発勝負の短時間のテストではなく、オープンエンド、要するに答えがいろいろあり得る、そういうことにも時間をかけて挑戦させる。
（四）
 問題解決能力だけを育てるのではなくて、新しい新分野を切り開くような疑問や発想を尊重し、不思議を感じる感性、良質な問題や課題を見つける問題発見能力を身につける。
問題発見能力─私は数学者として言うならば、かなり知能が低い。数学者というのは世界に優秀な人が、カナブンのようにいっ
ぱいいます。学問を発展させる能力を持った方々というのは素晴らしいと思います。 が、みんなが関心を持つようなテーマを見つけることも大切です。二〇〇〇年でしたか、京大の森先生がフィールズ賞を受賞されて朝日新聞の記者がどうい わけか私の所に取材にきて、 「森先生の理論について 朝日新聞 読者にわかるように解説してくれ」という、無理な注文を受けたことがあります。そんなことは私もわからないし、けれども社旗を翻してやってき 論説委員をそ ま 帰すのも気の毒だと思い、リップサービスで「数学なんていうのは、１＋１が２になると言うことを積み重ねていけばいいんです。そん のです」 言ってやりました（笑） 「そんな簡単でもないのです 、日常生活をつつがなく送 ことが出来 人は、努力次第で少なくとも大学院卒業くらいまでは行けるよ」 言うと、彼は「日常生活をつつがなく送る が出来る能力をもう少し、具体的に言ってください」と聞いてき 。 「例えば、靴を揃えて自分 靴箱 まう能力 知らない単語を辞書で引く が出来る能力、今 で作ったことのない料理、例えばカレーライス 本を見ながら作れる能力 最寄りの駅から自分の家までの経路 描ける能力」 答えました。 「この四つが出来ても数学が出来 いとしたら、原因は簡単 怠け者だ 言 ことです」と聞いて喜んで帰って行きました。二、 三日たって驚 した。論説委員が書く記事というのは社説 す。 「カレーライスが作れれば、フィールズ賞も夢ではない」 （笑） 。 「東京理科大学教授・秋山仁教授はこのように言って る。①下駄箱に靴 入れる②
･･･ 」と書いた（笑） 。全国か
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ら賛否両論。 「これから頑張るぞ」とか「馬鹿野郎！いい加減なことを抜かすな！」 「俺はその四つのことが出来るけど、三浪して代ゼミに行っている」とかいろいろありました。ただ、だ たいそんなものだと私は思っています。
皆さん、フェルマーの予想って知ってる？
　
xn＋
yn＝
zn、このｎというのは正の整数─当てないから安心して（笑）─ｎが２
だったらピタゴラスの定理、三平方の定理だよね。この組み合わせは、３，４，５のときや５，１２，１３の組とか無数にあります。ただ、 「ｎが３以上になるとなくなる」という予想をフランスの弁護士かつ数学者・フェルマーが立て した。 「私は首尾良く証明できたのだが、残念ながらノート 余白がな 言って亡くなった人騒がせな人でした。それ以後、四〇〇年ぐらい多くの人々が証明できたと（フェルマーが）言っているんだから、証明しようと取り組みました。そして、やっと一九八六年だったかにワイルズが証明しました。そのときに、やはり記者が来て「ワイルズとフェルマーとどちらが偉いか」と質問した。ノーベル賞受賞 小柴先生もときどき変な質問しますね。 「モーツァルト アインシュタインのどちらが偉いか」 か。両方偉 と思いますが、小柴先生はどうもモーツァルトの方が偉いと言いたいらしい。モーツァルトはモ ツァルトにし 出来ない曲だけれども、アインシュタインについては、普遍的真実 ので、アインシュタインが見つけなくても誰か 見つけ だろう。そういう意味で、モーツァルトの方 偉いと言いたいらしい そう は限りません」とこの前、言 らムッとして ました。さて、「ワイルズとフェルマーとどちらが偉いか」 、私はフェルマーだと思います。だって、三五〇年以上の間、人々をときめかしたんです。挑戦に駆り立てた。そしてこれを解決する めに、整数論だ かいろんな新しい分野が発展 ていったのです。ワイルズは頭はいい、尊敬はする。だけども 類をときめか て、感動 坩
るつぼ
堝に誘ったのはフェルマーだと思います。反論はあるかも知
れませんが、反論は聞かない（笑） 。（五）
 先生つまり優れた指導者の育成により一層力を入れること。先生が一番重要です。絵、音楽、数学なんでも必死にやろうという気を起こさせる、そういうことが最初は大切です。最初のきっかけは好奇心です。 「学問の原動力は好奇心である」と私は思っています。私は、教師にとって一番重要な仕事は「
Inspire 」だと思うのです。哲学者であり教育者でもあった、
ウィリアム・アーサー・ワード（
W
illiam
 A
rthur W
ard　
一九二一―一九九四）という人物の言葉に次の一節があります。
T
he good teacher explains.
T
he superior teacher dem
onstrates.
T
he excellent teacher inspires.
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良い教師は丁寧に教えてくれる。もっと良い教師は自ら手本となる。最高の教師はやる気にさせる。この文末 「
inspire 」が教育の原点で、あとは子どもたち自身が幸運をつかみ取る力
があるかどうか。そのためには教師は子どもたちに感動を与えなければなりません。それが教育の目的なのですから。
 これらの五つが非常に大事だと思います。ノーベル賞受賞者たちに記者たちが「どんな能力が大切だと思いますか」とマイクを
出したとき、異口同音にいう言葉、気がついていますか？
　
それは
Serendipity　
という言葉です。
Serendipity
とは偶然何か良
いものを発見する才能のことを言います。田中耕一さん、白川秀樹さん、小林誠先生も、ほとんど偶然発見しました。偶然です。一方、偶然発見しているのに気づかない人がいる。それは感性の問題です。（この後、立体図形に関する実演が行われた）これ以上はやめて、これから討論をいたします（拍手） 。
Ⅲ
　
対談
千葉
　
非常に時間が短くて中途半端になってしまいました。秋山先生には来年四月にもう一度来ていただいて、続きのお話を伺
いたいと思いますがよろしいでしょうか（拍手） 。秋山
　
生きていれば（笑）
千葉
　
医者もおりますから、ご安心を（笑） 。皆さんのご意見・ご質問も多くおありだと思いますので、対談は一つのことがら
に絞りたいと思います。
ここには大学の教員の方が二、 三人来ていらっしゃいますが、人は次第にバカになってきているのではないかと う気がします。
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「大学の悲鳴」│ランキングと業績評価の功罪│
という副題で月刊誌『中央公論』が二ヶ月前に特集を編みました。そこには、
大学が惨憺たる場になっているというようなことも書かれています。特に文系の大学に多いようですが。では、成績が悪かったら不可と評価すればいいのではないか、という素朴な疑問が生じると思いますが、なかなかそれが現実として出来ない。それは多くの不可を出すと教員の指導能力・教え方が悪いという教員への評価が待っているからです。それが「再任用」に つまりその教員の首がかかってく 、ということから迂闊に不可がつけられない。そして教員の学生への、また上司に対するゴマをするという現象が生じている。卒業させないわけにはいかな 、という泥沼 状況にな きているということです。
言葉としては非常に浅薄にしか思えない「マネジメント」 、 「戦略」 、 「市場」 、 「○○力」というようなタイトルがついた本が溢
れるようにあり、またそう うものが横行しています。
大学が、 「知を愛する場」 （フィロ・ソフィア）とは大きくかけ離れた場になっているような気がします。問題が生じると「改
革が足りないからだ」と（教育に限らずですが） 声がマスコミでも出てくる。ゲーム機器の普及がこういう事態を招いたとはよく言わ ますが、社会全体がボタン一つで動くゲーム化している現状から必然的な気もします。理系の場合は少し違うかも知れませんが、学生が馬鹿になってきているの はないか、と うことについて一言お話しいただければと思 ます。秋山
　
能力にはいろいろなものがあって、最近の若い人に今までと違った能力が芽生えてきたということも一方であるわけで、
単純に馬鹿になったとは言えな と思います。今世 中 活躍して る若者、例えば、マー君だとか、浅田真央ちゃんと 、羽生結弦君とか、ああいう人はどんどん伸びていますね。昔 考えられな ような大活躍をしている人も多くいます。
時代の流れがゲーム機のせいだとか、ワープロ、パソコン、電卓等これは大人もやっていることであって、そうすれば、当然、
計算は苦手になり、漢字は書けなくなる。能力的には昔も も同じ ずですが、日本は豊か なりすぎたかなと うことは感じます。というのは、アフリカへ行ったり、東南アジア 行ったり、中南米に行ったりすると、本当に貧しいんです。それで昨日からメシ ありつい ない か 今日帰ったら何か食うものがあるかなとか 今の日本ではほ どそう うことはなくて、ハングリー精神がない─いい時代になった、ということなのかも知れな 。一つまともな回答としては、一つ ことを長く深く悶々と考えるチャンスが なってきているのではないかな、と思います。これは学問 お勉強だけ くてもいいんで 部活のこと、ボランティア活動、人間関係等々、深く考える いう余裕がなくて時間 どんどんと流れて ってしまう 学校ではカリキュラムをこなさ くては け 、先
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生の言うことを聞きなさい、他のことを考えずに先生の言うとおりにしなさい、等々言って間違い しないように強いてきたのは誰か？
　
それは大人です。
そして今歎いている。考える力がなくなった、深く考えない、親が敷いたレール以外は走れない、自主性が 。
私は、小学生の低学年や中学年時代は、そんなに勉強なんかさせなくてい
いと思っています。そのときそのときに重要 ことがあります。幼児の時は躾だとか、思いやりとか徳育 体育 軽視して るわけではないけれども、知育を偏重するあまり徳育や体育が侵略され、両方とも駄目になるということが現れて るのではないかな、と思 ます。ロバート・フルガム う人が今から十五年ぐらい前に出された『人生に必要な知恵はすべて幼稚園の砂場で学んだ』 （二〇〇四年
　
河出書房新社）は、二〇〇万部の大ミリオンセ
ラーでした。
 こういう幼児教育がものすごく重要ではないかと思います。漢字が書ける
かとか、ひらがなを覚えさせたり、算数を覚え せ り いう傾向 あ と思いますが、どうでしょうか。千葉
　
有難うございました。余談ですが、最近話題のこのお二人、偽者騒ぎで話題になっていますが、先生の率直なご意見を二
分程度でお願 します。 秋山
　
まぁ、この人とこの人を一緒にするのは何となく気の毒です（笑）が こちらの活発な女性につ て問題なのは、研究の
姿勢だとか、倫理、自然に対する敬意、共著者 の信頼関係と ったかなり基本的なこ が欠如 た可能性があるんです、まだ結論は出ていませんが。
例えば、三年間の研究ノートが２冊ということは、私から見たら考えられない。実験というものは、毎日毎日実験ノートにつ
けていくものですから そういう基本的なことで欠如 ていたことがあったのかな、と思 ます。それは必ずしも彼女だけの責
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任で決着をつけてはいけない。幼少の頃から、ご家庭も、学校も、地域も教えなければならなかったとか。母校の早稲田大学が何故、学位を出したんだとか言われていますが、あってはいけないことですが、ああいうことはあり得ますよ。責任がないわけではないですが。何と ＳＴＡＰ細胞 存在してほしい、せめて。非常に興味深い説ですから、経緯を記録して ないということはとても残念です。総合司会
　
秋山先生、千葉先生有難うございました。ここでティータイムとします。質
疑応答はその後、数分後に行いたいと思います。 Ⅳ
　
質疑応答
︵１︶人事を尽くさずして天誅が下る総合司会
　
それではここで質疑応答に入りたいと思います。先ほどのお話の中で日本人
はあまり手が挙がらないというご指摘がありましたが、どうぞ活発なご意見をお願いいたします。Ｏ氏
　
これからの時代を生きていくためには、不測の事態に対応できる力が必要だということ、そのためには感動する授業が必
要だというお話でした。一方、私は三十三歳ですでに卒業 てから時間がたっています。すでにカチカチの頭 なって る人も今後の時代を生き抜く必要があります。大人が ういう不測の事態に対応できるようになるため は どういうことが必要でしょうか。秋山
　
三十三歳というのは青春真っ只中です（笑） 。 「青春」という詩をご存知 しょうか。サミエル・ウルマン（
Sam
uel 
U
llm
an, 一八四〇～一九二四）という人が書いたんです。
青春とは人生のある時期を言うのではなく、心の様相を言うのだ。／優れた創造力、逞しき意志、炎える情熱、怯懦を却ける
勇気、そして安易を振り捨てる冒険心、／こう言う心を持った人を青春と言 のだ。
年を重ねただけで人は老いない。
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という様に続きます。 これはマッカーサー元帥が日本に来たときに、日比谷のＧＨＱ本部の執務室に飾って日本国
内を遊説して歩いたときに、よく引用した詩と言われています。私は今、六十七歳ですけれどもまだ青春真っ只だと思っていまして、あなたは三十三歳ですから「ひよこ」です（笑）から、今から全く出来ないなど いうことはあり得なくて、今日の話は一応若い人たちの教育ということに主眼を置きま たけれども、そのまま大人を対象としても全く問題はないと思います。ということは、広い社会、人とかモノとか文化とか歴史とか、そう ものに興味 関心を抱いて、続けよう、努力しよう、継続しようという原動力になります。いろんな問題に挫折とか、失敗とか、失望とか、屈辱とかこういうものが次々にやってくるものなの 、誰にとっても。そのときに逃げないで、人生たった一回なんだから思う存分生きてみよう、潰れれば潰れたで い、と開き直ることだ 思って ます。それを逃げると、その場は何 るかも知れないけれども、逃げられないこともよくあるわけ 。捕まっちゃう、それを「地雷を踏む」と うのですが。そのときに いつも最善の努力 して て捕まったのならば、それ あっぱれです。むしろそれを今度は、その失敗や絶望をバネにしてした かに生きていこう、と自分の意志で人生を展開して くことだと思います。そして、そういう意志が強固 ある人 いう は、 ろ ろな問題が押し寄せ も何とか乗り越える。
私は何度も潰れていますが、それはそれでいい。うまく成功しようなんて考えること自体、やめた方がいい。 「人事を尽くし
て天命を待つ」という言葉がありますね。 いうこ 「人事を尽くさずして天誅が下る」 （笑） 。要するに逃げずに体当たりしていく。数学なんてやっていると大体は解けな んだから。木端微塵 散ってしまうんだか 。今日の桜と一緒 でもい 。開き直って、とこと 考えて、苦しめ！
悩みの後に人生は開ける。みんな悩んで大きくなるん す（笑） 。
Ｏ氏
　
有難うございました。これからの人生の励みにしたいと思います。
︵２︶アメリカの大学との比較Ｓ氏
　
一つ伺いたいのですが、日本とアメリカの大学院で学位を取っ 私の経験から言うと、どうも違う。何が違うかというと、
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アメリカの大学教育にはどうもリベラルアーツという精神が流れている。一方でアメリカの大学でもプロフェッショナル・スクールというのがある。それ ビジネススクールであり、メディカルスクールであり、ロースクールというようなグラディエイトスクールというのが外部組織としてある。一方で、日本の大学教育というのはどうも目的化していて、すべて社会へのアダプターとしてなっているのではないか。その中で、先生がやっていらっしゃる数学というのは、社会の中で目に見えるような貢献しているかというと、工学と違ってすぐに結果が見えるものではない。そういうような理学とか文学とか他の分野でもあるかも知れませんが、そういったリベラルアーツ 存在 、プロフェッショナ ・スクールとしての大学として 役割という のがまぜこぜになって「日本の教育とは」と議論されているような気がするのですが、先生はそれを分けてお考えなのか、ひっくるめてお考えなのか、教えていただき い。秋山
　
確かに仰るように、日本の大学は教養を圧縮していって、専門の方を優先していくという傾向はこの数十年ずっと浸透し
ていっています。これは憂うべき状況だと私は思っています 特に医学部などでは一年生から専門科目の解剖実習だとか骨学だとかいうのを始めています。そうすると確 に学生は 専門授業は聞くんですが、一般 養は彼ら パン教と呼んで 低く見いる、 「パン だからサボろう」 言って。
ところが、広い教養のもとに学問というのは発展するのであって、狭いところではなかなか発展しないと私は思っています。
ですから例えば、東大は二年の秋に振り分けを行いますが、それまで 理一とか、文一とか いろいろなことを学ばせている。これは大変 いと思っているんですが、でも東大の先生はそれが軽んじられてきたと歎 ておられる方もいる が現状です。
アメリカなどでは医学部は、学部を卒業してから医学部に入ります。ということは、
undergraduate
で広くたくさんのことを
学んでいるわけです。だから伸びていくわけですが、段々、学校 通う年月が長くなっていって、経済的負担が大きくなるとか、いろいろな理由があります。今日は大学の先生もいらして ただいていると聞きましたが、教養 引き付ける講義をす 、例えば数学科の学生に文学とか一見、関係ない─実際には大 に関係あるのですが─授業はしづらいのです。二十年も前のこ ですが、飛行機の中 リーダース・ダイジェストを読んだ を思い出しました。そこでは、全米でトップテンに入るよ な大学はどういう特徴があるだろうか、共通の特徴がある。それは第二外国語の履修率が非常に高い すなわち、自分に って直接は関係ない外国語も ぼうと う姿勢があ 学生が多 と うことだとあり、私 るほどと い した。すなわち、リベラルアーツを軽んじる教育は将来性があまりないのではな か、と うこと 。でも、日本 状況 、 に逆行し るよう 状況があるということは残念ながら事実だと思 ます。どこかでそれを食 止めなくて けないなと 思っています。Ｓ氏
　
アメリカの大学では今後、第三外国語となっていくんではないかと思います。というのは、小学校の時から第二外国語と
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いうのが入っています。ニューヨークの学校では大体、スパニッシュが出来ています。ですから、大学生になると第三外国語になっていくと思われ、とても我々は及ばないと思っていま 。有難うござ した。︵３︶壁に直面―どうしたらいいのかＫ君
　
私はこの三月に高校を卒業し、これから駿台予備校に通う予定の者です。先生が
仰っていた日本人の特徴というのは、まさに僕のことだなと思いながら聞いていました。今まで短期的な記憶をして、高校から 従順な生徒で評価は高かったと思います。そういった中で、 ざ受験の本番となったときに「不測の事態」が発生して、パニックになってしまい（笑） 、受験は失敗 しま ました。これから先生が仰ってい ような長期的な安定し 記憶を育てるために、試行錯誤して受験勉強をやっていきたいなと思っています。これから受験数学をやっていく上で、良き師に巡り合えなかったら、驚きとか感動が今一つ感じられないと思います。今まで驚きや感動 出会うこ がなか たのですが、これから驚きや感動を得る めに、自分に出来ることってあります 。 秋山
　
えーっと、良い先生に巡り合えないから自分は駄目だったというのは、責任転嫁であって（笑） 、てめぇの努力が足りな
いんだよね（笑） 。 のお話を聞いて ると、非常 理路整然と明晰なお話をしている。にも かわらず、大学を落ちた。私は名誉校長として、河合や代ゼミに行かずに駿台に来てくれることは感謝するけれども、 も親の身に ってみれば、しっかりした教育をしてきたにもかかわらず、怠惰ゆえにそのようなことになってけしからんと。そしてそれは人類に って─ちょっと大袈裟だけどね─損失になる。
三日後に東京大学の入学式がそこの武道館であります。それから二日後に、東京理科大学の入学式も武道館であります。あな
たが目指し 大学に行って学業をする能力が十分あるにもかかわらず こういうことに たことを、先ず大い 反省しなさい。そして、自分の人生は自分の意志と努力によって切り開いていくものであ いうのは、み 誰に ってもそういうものなんです。だから、人生において、何になり いか 何をしたいか、それ 志と言います。その志を高く掲げ 、その志を成就できるよう
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に、そのギャップ─自堕落な君と目指す人間像との間の─を埋める方法は一つ。単に努力だけなんです。努力すれば必ず出来る。そしてその努力は四月の今は屈辱にまみれて、 「よし、やるぞ！」とやるんだけれども、途中でまたかつてそうであったように、また挫折する可能性がないとは言えない。そのときにやめないためには、どうしたらいいか。「日々進歩する人間を若者と言う」 。サミエル・ウルマンは「青春とは…」と五つの条件を出していたよね。昨日まで出来なくて今日出来るようになったこと、今
日出来ないけど、明日出来るようになったことがたくさんあるこ 、こういう人間を進歩 ていると言うと思っていま そういう人間になるように、自分自身でチェックする。だから今日帰ってから「自己診断ノート」というのを作れ。自分が昨日より今日どれだけ進歩し か。仮定法過去完了が分かるようになった か、使役動詞の使い方が分かるようになった か、酸塩基反応が分かるよう ったとか ういうこと 一日
30なければあなたは大した進歩をその日はしていない。寝る前にそれを書いて、
30になってなかったら寝るな！（笑）
　
眠い目をこすって頭から水をかぶって、一時間やる。落ちるっていうことは、集中して
いないということでもあるんだよ。ただ漫然とやって る、 れは駄 。集中しなくては けな 。 「集中」 「集中」なんて言うだけでは集中は出来ない。自分で縛りをかけて く。この眠いのに明日、六時に起きる。世界では掃除したり、洗濯したり、お母さんの手伝いをしたり、寝込んでいるお祖母ちゃんの介護したり、いろん ことを若者がするんだ、世界では。日本は受験生だからといって偉そうにして るけど、そんな者は集めて殺したいよ 俺 （笑） 。そんなんじゃ、駄目だ。自分で努力しなくちゃ駄目だ。そのためには、手かせ足かせ、自分で縛りを入れ そうす と 頑張ろう、三十分で出来るよう なろうと集中する。そういうシステムを自分で構築す ことな だ。これは私も自分でやって る。 つも自分で朝起きるとリスト 作る 今日やりたいこの原稿、あの原稿、あの論文、この著書の執筆と ザーッと書くと
20～
30になるよ。それを次々に一目散にやる。出来
てなかったら、翌日にはし 。先送りはする ！
　
なぜならば、今日やらなかっとことは明日やればいい、明日やらなかった
ことはその翌日やればいい、と永遠にやらない。これのことを数学的帰納法とい （笑） 。
いい？
　
その日決着をつけること。そして己の日々の進歩を自分の目で確認する。これを一〇〇日やってごらん、一〇〇日や
れば君は見ちがえる。普通、一〇日、へたすると三日 へばって まう 今は努力は嫌い んだ 眠い き起きるとか、イラついたとき平常心で対処するとかそう うことができな だろ、今は。
大変なことを有難う、試練をくれて有難う、という気持ちにならないと悟りの境地じゃないね（笑） 。目的の大学に入るなんていうのはどうでもいい、そんなことは。目的のための人間になる。ちなみに駿台のスローガンは「第一志望は譲れない」と書い あるが、それは「人生の第一志望を譲るな」ということだ。大
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学や高校の第一志望はいくらでも譲ってやっていい。人生の第一志望はどんなことをしても譲らない。ということは、どれだけ貧乏しても、恥をかいてもちゃんとやりなさい、いいですね（拍手） 。総合司会
　
では、来年胸を張ってこの場で報告を（笑） 。
︵４︶なぜ︵数学を︶勉強しなければいけないのか総合司会
　
時間が迫っていますが、もうお一方。
М氏
　
よく数学は何のために勉強するのかと大人でさえ、言ったりしています。私自身は、現実を理解するためには「数値」と
いうものが非常に大事だなととらえています。環境問題とか健康問題とか、自分自身を守るために、それから大事な人を守るために。先生は、大人あるいは子供が「数学は何のために勉強するのか」と う質問に、どのようにお答えになりますか。秋山
　
ご質問の趣旨、よく分かりました。まず、数学に限らず、 「なぜ学ぶのか」 「なぜ勉強しなければいけないのか」 。それは
勉強をすることによって広い社会、広い世界が見えてくるからです。そして、自分が何を世の中 ため すればいいのか、その人にしかできない仕事をする、その仕事をすることによって、その仕事のことをその人にとって「天職」というと私は心得ています。その天職は何も、偉くなったり有名になったりすることでは決してないと思います。例えば、 「あなたがいなければ、わが社はやっていけない」 信頼される人間になる か、 「あなたとだったら、長い辛 旅にも出よう」と言ってくれる仲間がたくさんいるとか、縁の下の力持ち、そういう人間が世の中から信頼される人間です。そう う人間 な いくためには、世の中のいろいろなことを知らなくてはいけ い。いろいろなことを知り、学ぶと広い世界が分 ってくる。
イスラム教の文化も分かった、仏教についても分かった等々、いろいろなものが分かることによって、正しいものの見方、広
いものの見方が出来 思っています。そして今のМさんのご質問ですが、数 は何のために学ぶか。教育の中において、数学が何のために学ぶのかという意義 説明しないでや 授業が、あまりにも多すぎる。これが結局、試験のために数学はあるんだ、だから試験が終わってし ったらやらなくて いとなる。実は、お言葉を返 ようで けれども、私に って難しい質問 日常生活や文明社会 中で、数学が使われ の 何かと問われたときに窮します。ほとんどすべてのものに使われて るからです。例えば、今日、朝起きて今までどれだけ数学のご利益にあずかっているかというものを、時系列的に説明 ましょ
朝起きた、今日は花見に行こうか、 『糺の会』に行こうか、何しようかと考えて、お天気がどうなんだろうと天気予報を調べる。
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今はピンポイントで、かつ、時間を区切って正確に分かるようになった。それはなぜかというと、測候所がたくさんできたということもありますが、その大気の状態を集めて有限要素法という偏微分方程式で表して、そして何時間ごとにここの気圧がどうなるから、こっち側がどうなるかが非常に正確に出てくるようになりました。スーパーコンピューターも動員します。それ 、傘を持って行った方がいいとか 気温が下がるからセーターを持っていこうとか判断する。そして今度は車に乗って途中、コンビニでおにぎりやジュースを買 。レジではバーコードで計算する。バーコードは計算間違いをしない。
算盤や電卓だと間違いが生じることがありますが、バーコードではそれがない。バーコードは小学校三年ぐらいで習う割り算
の余り、
15を６で割ったら余りが３だとか、
15を７で割ったら余りが１だとかいうこの余りの計算で、検算─確かめ算ですね─
その機構が中に入っているからです。だから間違いをしない。
次に、カーナビで「アルカディア市ヶ谷」と押して車に乗る。するとカーナビは「アルカディア市ヶ谷」を教えてくれる。そ
して五〇センチ以内が誤差範囲。これは高校生 やる「三つ 球面の共通部分は２点であ 」 、分かる？
　
二つの球面があった
とするとその共通部分は円環─リング─です。そして三つ目が入ってくると、そのリングを三つ目が切ると２点になります。そのどちらかになる。一つは地球の裏側、電波 届かな 。したがって、一つだけ なって正確に位置が分かる。これ ＧＰＳ：グローバル・ポジショニング・システム（
G
lobal 
P
ositioning System
, 全地球測位網）と呼ばれるものです。
運転中、ＣＤでも聞いていこうかとＣＤプレーヤーに入れる。ＣＤに傷がついてもＣ
Ｄプレーヤーは新品同様の美しい音色を奏でます。昔のレコードだった 傷が いていたらパーです。今はＣＤに傷がついてもちゃんと聞くことが出来る。これは、フィリップスとソニーが開発したエラー・コレクティング・コード（
error-correcting code ）─
誤り修正理論─によってノイズが入ってもちゃんと修正します
あるいはＭＲＩ─断層写真─これはサイン、コサイン─倍角の公式だとか正弦定理、
余弦定理だとか何の めにこんな公式があるんだと思ったであろう公式─そ サイ 、コサインの親玉フーリエ変換に脳の断片 密度関数という を出して、平野先生の頭を輪切りにすることなく（笑） 、たくさん素晴らしい脳が入っていることが分かる（笑） 。
ありとあらゆるものが数学の応用です。
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Мさん、ですから数学を学ぶのは人類の繁栄と平和と安全と安心のために数学を学ぶのであって、センターテストのために学
ぶのではない、以上！（笑） 。総合司会
　
まだまだお聞きしたいことは尽きないのですが、時間の関係上、質疑応答はこの辺で終わりとさせていただきます（拍
手） 。Ⅴ
　
次回案内
千葉
　
会が発足して次回は一〇回目のシンポジウムになります。そこで次回はこれまでの五年間を振り返って、これまでご登壇
いただいた方々とお話をしたいと思っています。一分間スピーチの形で予告編的にお話しいただきたいと思います。石川
　
栄えある第一回のときに話をさせていただきました。この会が大きく進展していることを喜ばしく感じております。本日
は秋山先生の非常にユニークな教育論をうけたまわりました。私は「子育てと教育は国の伝統芸能である」と考えています。したがって、海外からあまり影響されないでわが国は教育を行うべきであると思っております。三つで心、六つで躾、九つで言葉─この中には読み書きそろばん、数学も入って る─十二で文
ふみ
で、十五で理
ことわり
。これは日本の伝統の教育の在り方であって、こう
いうものを忘れて進ん 結果が、昨今の教育の不毛とかと言 れているの ないかと、今日の秋山先生のお言葉をうかがいながら、私が日ごろ思っていることとほぼリンクさせ がら考えておりました。
 それから、人間は非常に複雑で単純ではありませんから、純粋理性でとても形作られないという複雑性があります。先生が多
少お話になられたデイヴィッド・ヒュームの「因果関係論」だとか「懐疑論」こういうものがあまり日本に入っていない、入れていない。カント、デカルト、ショーペンハウエルの流れ 入れて明治維新以降来 まった。私たちは 日本という独特 懐疑論的なものを抱えながら生きている。人間が人間であることであ 、科学万能 はな という理解しながら生きていくべきだなと思 ます また、学校でもそういったことを教えてもらえればい 思っています。私はこれまで海外 仕事をし きまして、日本に戻って参りまして、 本があまりに変わったことにびっくりして これから たど やって元 日本に戻すのか。伝統保守というのは戦前 あるわけ なし、明治にあ け ない。脈々と日本が続い きているのが伝統保守であって、「戦後レジームの脱却」ということだけが保守ではないと私は思います。千葉
　
平野先生、お願いします。
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平野
　
本日はスライドの不手際を皆様にお詫びいたします（笑） 。これまで何度か話をしろというご用命をいただきまして、自
分なりに考えました。先ほど秋山先生が改善するためにと仰いましたが、悪くならないようにするのが精いっぱいという人間もいるわけです。何度か医療問題について話をしまし が、何かの問題が出てくるときは、必ず必要性があって出てくるわけです。先ほど、千葉先生のご提示にあった、大学が悪くなっているんだろうかと考えたときに、多少、大学と関係 ある人間ではありますが、そん ことは考えられないことです。ただ、自分たちでできる範囲内で考えるこ はできる、じゃ、どういう風に考えればいいのかというと、自分はどうな ているんだとことになります。自分が悪くなっているんじゃないか 考えることは、何となく少しでき う 気がします。そう う習慣を、つけてくださ ねということで私のこ を呼ん くださっていると考えています。千葉
　
鈴木先生、お願いします。
鈴木
　
私は以前、年金問題についてお話しさせていただきました。大学の教育問題というのは根が深いなと思っています。い
いろな方々が、さまざまなご意見をお持ちだと思いますが、グローバル化に関連し 一つだけお話し いと思います。今までは、日本の人が海外に出ていくのをグローバル化と てきました。そういう経験があ 、多くの人 幻想を抱いていました。一方でこれからのグローバル化はそうではなくて、教育をわれわれが受けなかったら、海外から低賃金でより優れ 教育を受けた人たちが入ってくる。われわれと海外から来た人たちでグローバル化という名の下で競争 なくては けなくなる。つまり、海外の人に職を奪われてしまうのです。
そういうような時代が必ず来ることを危機感とした教育を受けなくてはならない。底辺の方にグローバル化というのが押し寄
せてくるということ 、こ から考えたいと思 ます。千葉
　
早川先生、お願いします。
早川
　
最近特にマスコミの言うことを鵜呑みにして踊らされ、操作されてしまっている人々が多く困ったことですが、これが日
本の現状です。知識人などと言われる人はもっと悪いのかも知れないですが、世界に恥じを晒し、日本の立場を悪 のもマスコミ、悲しい限り、困ったことです。
なんとかしなければと思いますが、何もできない自分に苛つくこともしばしばです。糺の会で皆が勉強し、自分で考え、自分で判断する人々が増えることを願うほかないのでしょう。そういう意味でも先生のご
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活躍に期待しています。千葉
　
先生方、有難うございました。次回宜しくお願い致します。第二回対談
　
二〇一五年四月四日
Ⅰ
　
はじめに
総合司会
　
ただ今より、特定非営利活動法人「現代社会の問題を糺し未来の扉を開く会」第十一回総会を開催させていただきます。
本日はご多忙の中、多くの皆様にお越しいただきまして、誠に有難うございます。
本日は、昨年の四月にご講演いただきました数学者の秋山仁先生に多くの皆様のご要望により、再度お越しいただき「これからの教育はどうあるべきか」について熱く語っていただきた と思います。本日の流れについて、ご説明させて す。第一部では秋山先生に本テーマ ついて約一時間十五分程ご講演をいただきます。まず始めに『糺の会』理事長千葉糺より、ご挨拶を申し上げます。千葉
 　
丁度一年前、秋山先生に来ていただき、教育に関する多岐にわたる話をいたしました。一年過ぎて教育に関する問題は
希望も失望も含めて、ますます大きくなってきて ると思われます。
昨年のシンポジウムで秋山先生がお話しされた要点は次のような内容でした。ここにある五つのことを中心にお話しされました。（一）暗記一辺倒から脱出し、自分で考えなければ結論を導けないようなプロジェクト学習、課題学習を取り入れる。（二）
 実験、観測、ものづくりや取材や討論、ゼミ形式を通じて観察力、思考力、分析力、判断力、コミュニケーション能力を体得させること。
（三）オープンエンド（答えがいろいろあり得る）なことにも時間 か て挑戦。
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（四）問題解決能力だけではなくて、新しい分野を切り開くような疑問や発想を尊重。（五）先生つまり優れた指導者の育成に、より一層力を入れる。また、
Inspire 、 Serendipity
という重要な言葉も出てきました。
「開き直って、とことん考えて、苦しめ！」とも言われました。ここから本日の話に入ります。明治の初めにイギリスの旅行家・イザベラ・バード（
Isabella L
ucy B
ird, 一八三一～
一九〇四）という女性が三カ月ほど日本を旅行しています。その旅行記の中で、女性一人が三カ月旅行して、一度も危険な目に合わなかった。人々が親切で、おそらくイギリスではこんなことはできないだろうと言っています。
もう一つ、彼女が言っていることで印象的なのは、この国では子供がみんな幸せそう
だと言っています。子どもがみんな笑っている。子どもが幸せそうで、人々が子どもを大事にしている。子どもの目が輝いて る。
イギリスの子どもは早く大人になりたいと思っているのに対し、日本の子どもは大人
になりたくないように思われる。
イザベラ・バードはこう書いているのですが、最近は成長せず 子供のま
ま大人になっているような気もします。
同じようなことをアーネスト・サトウなども書いています。それら手紙等も含めてまとめたのが渡辺京二の『逝きし世の面影』 （平凡社
ライブラリー）です。
 ただこれは、タイトルからも分かるように、 「すでに死んでしま た日本の
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面影」とも読めます。彼は一九〇〇年頃になると、日本人自身がその素晴らしかったことを忘れ去っていき、次々に壊していくと書いています。その惨めな姿に日本人自身が気づいていないので、われわれ西洋人が記録に書き留めておかないといけな 、と。
ここから今回の話が始まります。レジュメにも書きましたように、 「子供のままスマホ人になって自ら考えない。誰かに答えを与えてもらいたい。知りたいの
は結論であって、考えたくない」という考えが蔓延、席巻しています。
大人も子供も の状況から脱出せねばと私は思うのですが、この重要なテーマを中心に議論して参りたいと思います。
総合司会
　
それでは、ただいまから第一部を開催させて頂きます。
本日も、あっという間に時間が過ぎてし いそうな気がいたします。では、秋山先生よろしくお願いいたします。
Ⅱ
　
基調講演
︵１︶ナミビアで一番有名な男秋山
　
こんにちは、秋山です。かなり多くの方々は、昨年に引き続きこの時期にお目にかかること
が出来まして嬉しゅうございます。
今日は考えるような教育をしようというのが趣旨です。最近、テレビ東京のディレクターが私の
ところへやって来て、 「先生はナミビアで一番有名な日本人なんですけれども、知ってますか」と言われました。 「そもそもナミビアという国がどこにあるかも知りません」と答えました 事情を聞いてみますとこういうことらしいんです。ナミビアという国は、南アフリカの横にある国です。
面積は日本の２・２倍で、人口は五〇〇万人とか。砂漠の中の国らしいです。そこにはテレビ局
は一局しかない。朝のニュースはやるらしい。アフリカ五〇数カ国はサッカーが盛 な ころなで、サッカーの中継はたまにやるらしい。あとは何も番組がない。それ どういうわけか、ＮＨＫの私の数学講座を十五年前から朝から晩まで垂れ流しにしている（笑） 。それでみ な「アキヤマ
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というのを知っている。喜んで良いのか何だか分からない（笑） 。
 ということで、私がナミビアで一番有名な日本人・秋山仁でございます。どうぞよろしくお願いいたします（笑、拍手） 。これは冗談で、今日の本題に入りたいと思います。その前に、皆さんにプリントを配ってあります。数学らしき図形が書いてあります。これをご覧くださ 。今日は千葉先生のところに行ってお話しするんだ、だから千葉先生に何かプレゼントしたい、何をプレゼントしたら喜ぶだろ
うかと考えてみたら、千葉先生はお金もあ し、ものもあるし（笑） 、何でもある。だから何か手作りもものを差し上げないと喜ばないだろう。ということで、一番安上がりなのが数学の定理を作ることでございます。今日の朝、三時頃に起きまして、三時間ぐらいかかりまし けれども、こういう定理が出来上がりました。
どういう定理か。これがアフリカです こっち 違 国があったとします。これがＡ
 、こっちがＢだとします。Ａの国をいくつかの断片に切
り分ける。
例えば、このように５個に切り分けたとします。ここらへんに歯止めをつけて回転させる
とＢになるようにするためには、これをどのように切り分ければ良いのか。問題 意味すら分からない人はいますか？（笑） 。では、 うすればいいのか？と うこと そこに書いてあります。千葉先生の似顔絵、私の似顔絵、面積は同じじゃないと返換できっこない。ＡとＢは面積は同じで いとできっこない。それ 自明な必要条件。歯止め う は蝶番
( ちょ
うつがい
) のことです。蝶番で止めて、回転させるとこっちになるというのは、まったく明
らかというので ありません。どのように裁断すれば良いのかが分かった！ いう定理ですから、是非、お家に帰ってやってみてくださ していろ ろな作品を作ってみてください。
千葉先生に捧げる定理を一個まずやりまして、もう一個ぐらい定理をやってみます、難し
い教育の話に入る前に。
 この中で一番背が高い人を探そうとするとき、 の列で一番背が高い人に立って貰い 次
にこの列で一番背が高い人に立って貰う。と うふうに列ごとのチャンピオンを選んでお
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て、立った人の中で一番背が高い人が、全体で一番背が高い人だと判断してよろしいか？（ 「はい」という答えに）よろしいよね。そういうことです。こういう風に一つずつ固定して考える。こういうのが三〇通りくらいあります。入試問題なんて言うのはそういうのをよく知っ
ていれば、今日は嬉しいことに高校生らしき方もいらっしゃいますので、言って置くけれども、そういう考え方をしっかり押さえておけば、名門大学を受験しても、おつりが来ちゃうくらい、易しくてしょうがないよとなる。 （参加した高校生に向かって）一度言ってみたいだろ（笑） 。
本論に入ります。
︵２︶グルントヴィ博士の提言
まず、今から百数十年前、ニコライ・グルントヴィ博士
(N
ikolaj F
rederik Severin G
rundtvig
一七八三～一八七二
) という人が、
デンマークにいました。
 デンマークはご存知のように小さい国で、資源もそれほど豊かではない。が、頭脳を資源化す
ることによって、今は非常に豊かな国になり教育の水準も高くなりました。ノルウェー、スエーデン、フィンランドとか東欧諸国の 員ですが、こういう国は教育 水準 大変高く、優秀な人材を多数育成しています。デンマークをそういう教育にした人がグルントヴィ博士です。こういう言葉を遺しています。
われわれは死に至る学校をよく知っている。 ＂死せる言葉＂でもって得々とすることを名
誉とし、完璧な文法、完璧な学習のみを理想とし、人々の生活や心を無視していた学校をよく知っている。
そのような学校に通っても、そこで受けた教育が自分の人生にとって、ほとんど役に立たなったことを我々は経験的に知っ
ている。たとえ天使が書いた文章であっても、それは読み手の生活に溶け込めるものでない限り、すべて死んだものである。
こういう精神のもとに、国民高等学校（ホ ホシューレ
H
ochschule ）をデンマーク各地に三〇〇校くらい建設し、学びたい
者は全員集合として「生涯学習の父」と言われています。これは百数十年前のこと 遠いデンマークという国のことなんだけれ
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ども、今の日本でもこの言葉はなかなかきついな、と思います。
ここに来られている方も、ご覧になった方もおられると思いますが、二カ月ほど前、ＢＳフジで二月に下村文部科学大臣と小
宮山宏元東大総長が対談をしていました。その中で、シカゴ大学と東大、特に医学部を実例にいろいろと議論をしていました。なかなか興味深いものでした。
入試の選抜の違いについ は、東大の入試問題の方が、シカゴ大学よりずっと難しいと話していました。 も、その問うてい
る内容はやはり知識がないと解けない。後で説明しますが、短期的記憶力の優劣を問うているに過ぎない。一方、シカゴ大学ではその時点で何が出来るかなどはあまり気にしない。将来どれくらい伸びるか─ここでは「伸びしろ」という言葉を使っています。何を学びたいの 、何をしたい かだとか、向上心があるの だとか、自己修正力があるか、こういうものを面接で見抜く。（会場の）前田先生ね、最近、理科大でグローバル・サイエンス・キャンパスということをやって、高校生（一年生）を集めて、グローバルな人材を育成しようということをやってるんです。その中で、普通の入試のようなもので選抜するのは面白くな 。せっかくの機会なので、どちら と言ったらこの「伸び ろ」を見る、 れを面接でやってみようとやっ みたけど、これが意外と難しい。センター試験や二次試験で点数が出てくると安心するんですが、口頭試問だけで「伸びしろ」を計るのはなかなか難しいということを経験しまし が、シカゴ大学というよりアメリカ 大学 昔 らこれを いる。
私はミシガン大学というところに留学していたんですが、そこの医学部では半年間かけて、日本でいえば興信所のようなもの
が、 （学部を卒業した）Ａ君のことを六 月間追跡調査する。どこで出没するか分からない。例えば パーティの会場でじっと観察しているかもしれないし、スーパーで買 物をしている きに尾行され もしれ どこかのハイウエイで交通事故に遭遇したとき、どういう対応をしているかを調べる か。かなり手の込んだ とをやっています。それも手間暇かけてやっています。ですから日本ではちょっとあれは無理だなと私は思 ま 。︵３︶教えずに教える
オリンピックで金メダルを連続してとった北島康介ですが、彼は中学の頃、スイミングクラブに通って いたけれども大した
記録は持っていなかった。特筆 べき結果は出 ていなかった。 かし コーチ 彼の練習 仕方に非常に感動 た。どうしてかというと、友達が怒られていてもそれを横でちゃんと聞いていた。 「お前、ストローク ストロークの感覚が２・２秒もかかっ
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ているようじゃ云々」と言われているときに、ちゃんとそれを自分に当てはめる。 「自分が叱られているときだけではなく、他人が叱られている きまでちゃんと聞いていて、次の練習のときまでに直してくる。こういう子は将来伸びるだろう」と（記録を持っていないのに）コーチが見出したということが本に書いてありました。
それと、皆さん、権藤監督（権藤博一九三八～）のことを覚えていらっしゃる方も多い
と思います。権藤監督は、プロ野球の監督を辞めてからアメリカに行って、大リーグのコーチ学を学びに行きました。大リーグの選手たちがとても下手らしいんです そこ 向こうのコーチに「何でこんな下手な選手をたくさん採用して るんですか」と聞いた。そうしたら身体能力が高 とか、自己修正力が早いから、例えばバスケットの選手だとか、フットボールの選手だとかも連れてくる、スカウトするらしい。ですから野球なんかやっ ことがない者もいるので技術 しては 。ですが、身体能力が高いとか、自己修正力の進歩の速度が早い若者は、必ず能力を自分のものにして く。そういう人間が欲しい だと言われたということです。
 右方向に打つ練習を課された新人選手が一向にうまくできないので、権藤氏が見かねてコツを教えたら簡単にできるようになった。ところが、それを知ったアメリカのコーチ すっ飛んできて「駄目じゃないか、権藤さん、教えちゃ駄目なんだ」と烈火のご
とく怒ったといいます。 「教えたらそ 場では きるように るけれども、自分で苦労し 苦労して体得 ものでなければ身につかないんだよ。そんな教育を日本 はやっている か」と叱られたと います。
そんな教育を野球だけではなく、日本ではやっているんです。「教わったことはすぐに忘れるんだよ。彼は何となくできているだけなんだ。調子が悪くなったら行き詰まる。だけど、自分
で試行錯誤してコツをつかめば、技術は彼のも になる。 」
これを聞いて権藤氏はハッとして目覚めたとご自身が仰 ました。
︵４︶問われるのは従順さと根性？
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先ほどちょっと出てきた日本は短期的記憶を重視している、というか何となくそっちに重みがかかっているというところがあ
ります。
昨年もご紹介した、平田オリザさんの言っていることをもう一度お話しします。日本の学校教育では、 ＂短期的な記憶＂しか問うて なかった。センターテスト七五〇点取った人が、その集団に一年後、つまり彼らが大学二年生になるときに、同一の試験を受けさせると、
四〇〇点ちょっとになる。たった一年間で、二〇〇数十点も忘れてしまう。その間、違うことをやっていたのではなく、大学に入ったんです。高等教育の場に入ったにもかかわらず、能力が向上するのではなく、剥落してしまう。こういう教育にどれだけの意味があるのか。それを真剣に考えなくてはいけない。
平田さんは大阪大学の教授も兼任されていますが、大学入試までとか期末試験の時まで必要だとされることを覚えていて、そ
れが済むと忘れてしまうという勉強が行われてきたのだ。そして その人間に問われていたのは＂学力＂ではなく＂従順さ＂と＂根性＂だったと書いています。とても私には怖くて新聞等でこんなことは言えない、書けない（笑） 、叩かれると思いますから。
千葉先生ならやるかも知れませんが（笑） 。
 （二）
確かに言われてみればそうだな、と思います。入学後の教育体制の充実度・丁寧さも大きく違ってきて 先ほどの下村大臣と小宮山元総長の話 中でも出て ましたが、東
大理Ⅲには物凄く優秀な人が 来るけれども、例えばノーベル生理医学賞受賞者はゼロ。シカゴ大学にはゴロゴロいると言っていました。
こういうところをさっと見てみると、皆さんも う感じておられると思いますが、そろそろ本気で改革しないと日本の教育は
「ガラパコス化」するなと思います。
（一）偏差値で選ぶ試験方式をやめ、自己修正力とか、向上心、向学心とか、のりしろを見る評価に変える。そのためには、先ほどのグローバル・サイエンスで少しやってみたのですが、面接官がしっかり勉強し ない 差がつけら
れない。やっている方が不安になってしまう。次に（二
 ）明確な目標を示し、その達成のための教育の充実していく。つまり大学は、卒業したらどこどこまでは保証しますよということを明記してそれを守るということ。
（三）知識の量を問うのではなく、考える力を育成する、つまり長期的記憶です。これにシフトしていかなくてはならない。
252
（ 40 ）
︵５︶これからの日本の教育に問われること
平田さんが言っているように、今まではこれでまぁ、よかった。ベルトコンベアーをみんなで動かしているときに、一人だけ
出来ないのがいて止めてしまうと困るので、そこそこの能力を持たせる、読み書き算盤が出来るということだったけれども、これからの時代は違う。
要するに、たった一人の凄い能力を持った人間が世の中を変えてしまう時代になってきた。スティーブ・ジョブスだとか、ビ
ル・ゲイツとかいう人たちです。ああい 人たちが世の中を変えてしまう。みんなの平均力を上げることは言うまでもなく大切なことです。
と同時に、日本ではどちらかというとタブー視されていた、出来る人間をどんどん伸ばすこと。これは「エリート教育」で「軍
国主義」で 言わ ていた。私も今から二十五年ぐらい前、一九九〇年くらいですが、そういうことを予感して、平均学力を上げることはとても大切だけれども、そればかりに汲々としていてもしようがない、やっぱりシリコンバレーとかああいう ころで、インド人や中国人とか、ソフト開発に優秀な人がいっぱ 出てきて いいものをたくさん作る。
iP
ad
とかああいうものも、
何人かの若い人たち アイデアを出して創作していって、世界中に出 世の中を変えてしま ている。そ いう能力も必要なんだ、だから教育の方針を変えなくてはいけない。
巡り行く時の流れの変化に応じて、教育の方針、目標を少しずつ変えていかなくてはいけない。今日は先生もたくさんお見え なっ おられると思いますが、教育の中で「不易と流行」 、決して変えてはいけない 、い
つの時代も真心と愛情を持って、誠心誠意、子どもたちを育て 行くと うのはどの時代も同じだと思い す しかし 教育の目標みたいなことはちょっとずつ変わってくるということも事実だと思います。それが日本はなかなか変わっていない
今、文科省あたりが盛んに言っているのが「アクティブ・ラーニング」 。こ 「アクティブ・ラーニング」という言葉は、い
ろんなところで聞かれます。体験的で科目横断的な学び（プロジェクト学習）を中心に据え 形に変えて 必要がある 自らの自発的な意思によって学んでいく、 うふうに変えていかない 駄目だと うことです。
日本の教育は今までは、教えたことをすばやく記憶し、忠実に再現できる どうかが評価のポイントになって た。自分で考
えることはあまりなかっ 。疑問を提示する等はご法度。先生に「そ 違うんじゃな ですか」などと言うと「うるさい」と叱られるので、逆らわ い。黙っていた方が得だ。
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︵６︶利根川進先生の話
こういうように、昨日パワポを作っていて以前、利根川進先生と対談したときのことを思い出しました。利根川先生は、ＭＩＴにいらっしゃいますが、彼は「日本の教育は全然だめですよ」と言いながら、お嬢さんの話をしてきま
した。
そのお嬢さんが小学生か中学生の頃の話です。アメリカの小学校でチームを組んで各テーマを先生があてがうのではなく、自分たちで決めて、卒業論文さながら行う研究発
表を経験した。あるときはネットとか、あるときは専門の先生のところに行ったりして、大学の研究室を訪ねたり、ということを本格的にやるらしい。実験も自分たちで工夫して実験道具を作ったり、あの手この手と試行錯誤でやる。子どもですから大したものは出来ないらしいですけれども、それでもそれをやらせる。先生はみんなのことを観察していて、脱線しているなとか、違う方向に行ってい なとか、そういうことに対しては適切なアドバイスを与えて軌道修正をする。ナビゲーター的な役割です。日本はどちらかというと、先生というのは、ティーチング・マシーンです。教え魔です。 うした先生方のアドバイスの下、数ヶ月かけて論文をまとめた。そのお嬢さんのチームのテ マは『舌の知覚のしくみ』にした。ですから化学や生物やいろいろな分野にまたがっている。要するに「学際領域」 。こういうものをやる。
利根川先生曰く「私なんか子供たちの話を聞いていると、ついていけませんよ、あまり高度で」 。
そういうのをやらせ
大人から使用方法を教わりながら、図書館や博物館、また ＰＣでインターネットや
e-m
ail を駆使し、専門家に尋ねたりも
した。パワーポイントを作り、ポスターを作り、最後は見事な演出でプレゼ テーションを行った。質疑応答も活発でまるで学会さながらの激しいやり取りだったと仰っていました。「そういうことを中学のときも、高校のときもやって成長していくんですよ」と仰られたのが非常に印象的でした。
︵７︶ 『理系の子』から
この本を是非、お薦めです。 『理系の子』 （文春文庫）という本です。 「
SC
IE
N
C
E
 F
A
IR
 SE
A
SO
N
」 、
Judy D
unton
という人が
書いた本です。
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日本でもいろいろな科学コンテストがあります。例えば、 「読売科学賞」とか「毎日
自然観察コンクール」とかありますが、アメリカの方が規模がとても大きい。その中に「インテル国際科学フェア」というのがあります。この
D
unton
先生がその中で優れ
た作品を作った生徒十一組を取り上げて解説しています。この本はとても面白かった。なぜ面白かったかというと、日本と全然違うんです。例えば日本で、少年院の少年 ちに、専門の先生が教え り、少年院に科学クラブがあったりなどという とはあまり考えられない。それが先生が少年院に訪ねて行って指導 る。指導教官が実演してくれる科学の面白さに魅かれ、彼の指導の下 周回探査機マーズオデッサー 送ってくる火星のデータを丹念に精読し、火星のどの部分を掘れば地下水を発見できるのか、ズバリ当ててみせた。
研究のレベルも高いし、少年院の子供たちがやっているというのにもびっくりします。それとかアラバマ州の凄く貧しい家庭、
廃車になった大きなトレーラーに住んでいる少年たち、ネイティブ・アメリカン 男子生徒。廃車から取り出した六十七年製つまり五十年前のラジエーターと六十九個のソーダの空き缶などで太陽エネルギーの暖房器具を作り上げた。貧しいから暖房がない、アラバマというのは南ではありますが、それでも冬は寒い。そこで自分たちが暖を取るために一生懸命工夫してこういうものを作り上げる。
また自閉症の友達がなぜ自閉症になったのかということを、理路整然と分析して、そのための治療としてどういうものが考え
られるか、これは科学というかどうかがありますが こ 本にはこういうことが十一個載っています。
私は先ほどお話しした「毎日自然観察コンクール」審査員長 か 小柴昌俊科学賞の審査員長とかやっていますが、日本では
特に子供たちのものは、何か親の手が入り過ぎているんです。 「これほんとに子供がやった ？
　
私の大学院生より優秀だ」と
か「私よりも優秀だ」とかいうのが結構 くさんあるので 。まぁ、良 環境の下で頑張っ お勉強し るということはよく分かりますし、立派なことなんですが、アメリカはちょっ 桁という 層が違うなと思いました。
トレーラーに住んでいるような貧しい子供たち、ストリート・チルドレンのような子どもたち、少年院で矯正している子たち
が強い好奇心と動機と情熱を持っているというのは共通点です
それから「柔軟な発想の転換と忍耐力」も持っている。彼ら は学ぶことが非常に多かった。それ もう一つ言えるのは「指
導者」です。
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先ほど私自身も自信を持つことが出来ないと言いましたが、ペーパー試験による学力評価しかできない、ある意味で「ストラ
イクゾーンの狭い指導者」にしか出会えなかったら、彼らの秘する能力はこのような形で花開くことがなかっただろうなと思われます。ですから、かなり懐の広く大きい観点で子供たちと接して指導していかなければいけない。すなわち彼らのこういった能力を＂理系に対する適性だ＂と見抜ける指導者の彗眼と 懐深い指導の在り方が、とても重要だと思いました。
野球の話で申し訳ないのですが、かつてはドラフトで、何がなんでも巨人軍にしか行かない、江川さんなどはその典型でした。
しかし、最近は違ってきた。ダルビッシュ・有だとか田中将大 かいう選手のように、世界の大リーグに将来は行くんだか 、今は日本で練習くらいにしか思っていない。
最近、名門の大学、例えば東京大学や京都大学でどういうことが起こりつつあるかというと、半年間だけ入学し九月になると
そこを辞めて、ハーバード大学 移って くとかプリンストン大学に移っていくとか、ＭＩＴ 移っていく。取り敢えず半年、東大に籍を置いておくかという現象が出てき る。日本の 学もグローバル化しなくてはいけない。そして、優秀な学生が世界からたくさん集まってくるようにしなくてはいけ い。そのためには、きめ細か 教育、ほんと 「伸びしろ」をちゃんと伸ばす、 学に通うことによってその学生 付加価値をつける、育成するという使命を果たさなければいけない。
研究の方でも、 「この先生の研究を私はやりたい」という生徒がいろいろな国から集まってくるような、そういう大学を日本
に次々につくっていかなくてはいけないということにな るわけです。私はこう思 ています。
教育のほんとうの目的は何かというと、知識を与えるとかいうのは初等教育の段階では重要かも知れません。ここで思い出しましたけれども、 ほど 『理系の子』と訳されてインテルサイエンスフェアの紹介の本に載って ることに
ちょっと戻ります。あるハーバードに行って成功した若者のことが書 てあります。第二のビル・ゲイツと呼ばれている人です
彼の母親がイリノイだったか田舎かに引っ越していったらしいんですが、教育をしっかりし い こ 子は駄目だから
ことから、いろんな学校を見に行って、友人から─その本に カタカナで＂クモン 書いてありますが─＂クモン＂を勧められて見に行った。母親は＂クモン＂の授業風景を見 「こんな授業だったら、子供はかえってつぶされる。才能の目を摘まれる可能性がある」と言ったとアメリカ人の著者は書い います。日本人 とな か書け でしょう、 ＂クモン がどうだとか、百ます計算がどうだとか
（三）
。
 私も何年か前に困りました。百ます計算というのがもの凄くはやりました。そして、ＴＢＳのあ
る番組で対談することにな んです。私は正直に言ってあの訓練で計算力はつくと思います。ですが、それで本当に考える力だとか、クリエイティブな能力が育成させるかというと 疑わし と思 います。それ 陰山先生と対談ですからしょ がないので、計算力はつくとは思いますが云々と話した。そんなも ですよ、あれは（笑） 。陰山先生 最近違ってきました 「早寝
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早起き、朝ご飯」という主張に変えてきました（笑） 。 「早寝、早起き、朝ご飯」は大変重要なことで、私は支持します。ですが、百ます計算で数学の能力が上がるというのは、あまり支持しません。計算力がつく、点数も上がる、それはそうでしょう。友達に対して優越感に浸ることも出来る。ですが、あれでものごとを本当に深く考えて、何もなかったものから何かを作り出すとか、不可能を可能にするとか、想定外の事態 対応する能力を培うこ が出来るとか、とは思いません。おそらく皆さんもそこ 共通しているのではないかと思います。︵８︶まとめ
さて、教育の真の目的は次のようなことです。「努力の果ての成就の体験」 。努力して、ずいぶん努力してやっと何かが出来るようになった、例えば、私でいうと「数学」 。ほんとに数学は難しかった。難しかったけれども、苦労して苦労して少しですれども数学が出来るようになった。もう少し若
いときに「成就の体験」があれば、もうちょっと良かったんでしょうけれども 若いときは失敗、挫折だけの体験が多かったです。
学校で何とか努力して、今まで出来なかったことが出来るようになった、この体験を年に何回か体験す 。出来 かったこと
を出来るようにすることが、教育の目標ではないかと思っています。む ろ、本当はやれば きるのに、その学問を嫌いにさせてしまう先生 かもなかにはいます。教科が好きになるのは、大体、教えてい 先生を好きだから いうのが結構あるんです。
努力をさせるためには、面白さを伝えていくとか、出来ないかもしれないがちょっとやってみたいと思わせる。だから前回も
お話ししたよ に、ウイリアム・ワースという哲学者 こん 詩のような文章を残しています。
T
he good teacher explains.
T
he superior teacher dem
onstrates.
T
he excellent teacher inspires.
良い先生は、丁寧に説明する。優れた先生は、自ら範を垂れる。最高の教師はやる気にさせる。この
inspire
を教育関係者は「子供の心に灯をともす」と訳しています。
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努力の果てに、出来なかったことが出来る、そういう成就の体験の積み重ねが幼少から大切なのですが、努力もしない、好き
なこともない、何もやりたくない、そういう子供がいっぱい出てきています、今。
その子供たちに
inspire ：好奇心の灯をともす、やる気を起こさせる、そのためにはどうしなければならないかを先生は工夫
しなくてはなら 。
考えることがとても重要だということを今日はお話をしたかったんですけれども、昔、 「ゆとりの教育」について激しく議論
が交わされた二〇〇二年から十年間ほどですが、そのときに出てきた言葉が「生きる力」です。「生きる力」を培うという「生きる力」とはどういう力なんだと、反対論者たちが大分突っ込んできました。「生きる力」とは、 「考える力」と「コミュニケーション能力」 いうことで、あのときは一応決着を見ました。 「伝える力」 （みんなと心を通じ合わせる力・コミュニケーション）と、論理的にものごとを深くじっくりと考える力 この二つを培わせようとしました。私は理系の立場から、特にこの考える が重要だと思っています。最後になりますが、知識を身につける は当然大切ですが、これは比較的容易です。 「比較的」というのは「深い思考力を身
につけさせる」ことに比べればという意味で、です。
やはり教育の質の向上というのが、教育改革 重要なところ 思います。これが果たせないと結局は駄目です。困難だけど
もやるしかありません。
イギリスの詩人ウイリアム・ブレイク（
W
illiam
 B
lake, 一七五七～一八二七年）が「地獄の格言」という詩集を出しています。
その詩集の一九九段目 こういう詩があります。
A
 cistern contains, a fountain overflow
s.
cistern
というのは水槽という意味です。 「水槽はたたえ、泉は湧き出す」という名訳が
ついてます。
 今までの教育は子供の頭を水槽に見立てて、知識という水を注入し続けてた。しかし、
時の経過とともに、そういう知識は蒸発して消え失せてしまう それよりも時と場合に応
246
（ 46 ）
じて、問題解決のアイディアを湧き出す泉を子供の頭に掘り起こすことの方が、重要だ。
要するに教育を
a fountain of idea
です。
W
e have to pick a fountain of idea. 
私は数学は苦労して苦労して、努力の果てにちょっとは出来るようになってきた。これを世界中の若者に話すんですけれども、
「あいつは違う。あいつは昔から出来たに決まっている。でも俺たちを激励・奮起させるためにああいう作り話をしてるんだ」と思っている若者もいるんだと思って、そうではないんだ、となかなか言えないので、次の手に出た。それは何かというと、とっても苦手なことを、努力の果てに出来るようになるだろうか、それもちょっと才能に関係することでと考えました。
私が思っていることは、才能は努力の後に必ず着いて来る、そう思っていますが、皆さんは、才能がない人間は永遠に駄目だ
と思いますか？
センスがない、素質がない、そういうのはいくら頑張っても、駄目と仰る方も るんです。が、私はそうは思っていない。ど
んなにひどくとも。 「君、数学の大学院 行きたいの？
　
大学院というのは病院じゃないんだよ」 （笑）というような学生も来ま
す。ですが、死に物狂いでずーっとやっていると、それなりになるんです。死に物狂いでやる人間は怖いですよ、いくら馬鹿でも（笑） 。起死回生を願って、一生懸命、死に物狂いで生涯をかけてやるということを子供たち 教えることも大切かも知れない。そのときは人生 かなり悲惨 ものになる、いろんなことを制約する ら。私みた 悲惨な人生になるかも知れない。それで最後に、ここにアコーディオンを持ってきました。
なぜこの二万円のアコーディオンを持ってきたかというと、アコーディオンと うのは難しい。そして私が、成績が一番学生
時代に悪かったのが音楽 音楽はどうして 理解できな 。先生がこうして、ポンポンポン 鍵盤をたたいて、五線紙に友達たちは書き取っていく。
ミ・ド・ミ・ド・ミ・ド・レとか。私は未だにそれは出来ない。ああいうのが出来る は、凄い人だと思う。 けど、それが出来る人 ほんとの馬鹿だ 思われているわけです、私は（笑） 。 それで、 「よし、死に物狂いで挑戦したらどうなる ろうか。それでジャズなんか弾けるようになるだろうか」 。ジャズってい
うのは結構難しいんです、自分で勝手に遊ぶんだから。いろんなものに挑戦してみる。ダメもとでいいんです。失敗してもいいんです。皆さんもいろんなことやってますか？
　
ギターだとか、トランペットだとか、尺八だとか。そういうことをやることを
是非、お薦めします。
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私が一曲弾いてみます。一生懸命練習していれば、できます。作曲なんか
できませんよ。ショパンだとかベートーヴェンだとか、モーツアルトとかにはなれません、才能がないと。数学も同じだと思う。だけど、才能といっても、学校でいい成績をとるぐらいのは出来ると言っているのです。
では。いいですか千葉先生、アコーディオン？（準備）何を弾こうかな？
　
私は楽譜は読めませんから。
（拍手）イブ・モンタンの「ラ・ガレリア」 。イブ・モンタンはイタリア生ま です。
フランスでシャンソンを歌っていたのですが、フラ ス語 イタリア訛り。今日は皆様のレベルが高いので、イタリア訛りの で歌いますので、その点に注意してお聴き下さ 。（歌いながら演奏）︵ブラボー！︵
bravo ︶の声と拍手︶
五十七歳になったとき、ですから今から十年くらい前ですが、五十七の手習いで初めて楽器とか歌というのを始めたんです。
それまではカラオケでもいつも逃げ回って たんです。
五十七歳でやることにした、ちょっとずつ。すると、右と左と蛇腹の開閉という独立の操作をしなくては けない さらに歌を、
それもフランス語で歌ったり、しか イタリア語訛り 歌ったり（笑）ですから、大変なんです。ですけれども、ちょっ ずつ進歩する。だけれども音楽 才能がつい いるとは到底いえません。 もやって るとちょっとずつ何とかできる。そこにいらっしゃる高橋由美さんと何年か前にフランスに行って、フランス大使館に招かれて、お礼にシャンソンを弾きました。お客様は皆、フランス人です、当然。 て言われたと思います？
　「先生、ドイツ語お上手ですね」 （笑） 。がっくりして帰って参りました（笑） 。
ではこれから十分間の休憩を。千葉先生にバトンタッチします。
千葉
　
休憩の前にちょっと。ここに音楽家の方が二人いますので今の評価を（笑） 。Ｓさん、どうでしょうか。率直な評価をお
願いします（笑） 。
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Ｓ氏
　
秋山先生、今日は素敵なお話有難うございました。音楽の世界でも、才能と努力の話がよく言われます。私も努力が先で、
才能は最後と思っております。努力をしない生徒には、先ず努力だと言っております。努力は大事だと思っておりますので、先生のアコーディオンは本当に素晴らしいと思いました。五十七歳から始められてその努力をなさったことが、ここで演奏なさったことでよく分かりました。そして、私もなんでも努力しようと今、すごく強く思いました 有難うございました。 （拍手）秋山
　
今度数学も是非始めてください（笑） 。今からでも遅くはない（笑） 。
千葉
　
もう一人、作曲家の方からお願いいたします。
Ｔ氏
　
秋山先生、今日初めて先生の演奏を聴かせていただきましたが、普通、音楽では絶対音感といって百ます計算に値する聴
音というものを、物心ついたときからやらされるのです。ですが、今の秋山先生のように、例えば ういう人間が芸大を出て今のように楽譜なしでイタリア語訛 のフランス語で自分で歌ってみろと言われても どんなに難し 曲をいきなり楽譜を見せられて、ピアノで弾ける人間でも、楽譜を見ないで、自分 フランス語で歌いながらアコーディオンを五十七歳からやり始めて、弾けるようになった人は一人もいな と思い す。これはこれからの音楽教育がどうあるべき という疑問を突き付け れたという、衝撃を受けます。われわれ音楽家 どうやって生きていった い のかと（笑） 。五十七歳から始められたということですが、われわ 音楽家がちょっと生き方を変えない 、先生のような音楽家に太刀打ちでき いのではと思いました（笑） 。ほんとに今日は し 。有難うございました。 （拍手）秋山
　
何となく褒められているようで（笑） 。生まれ 初 です、音楽家の方たちから褒められたのは（笑） 。有難うございます。
総合司会
　
有難うございました。秋山先生、熱いご講演と演奏有難うございました（拍手） 。ではここでティータイムに移らせ
ていただきたいと思います。再開は十分後に予定しております。Ⅲ
　
質疑応答
総合司会
　
ここから引き続きまして、第二部に入らせていただきます。皆様から秋山先生にいろいろなご質問等おありだと思い
ますので、質疑応答の時間にさせて ただきたいと思います では先ず千葉先生の方からお願い たします。︵１︶あの子は一年後どうなったか
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千葉
　
先ほど秋山先生から「ゆとり教育」という言葉が出ていましたが、私は来月、寺脇研─「ゆとり教育」を率先・奨励し
た人物ですが─と会う予定です。彼が偉いなと思うことに、彼は天下らなかったということがあります。文科省の天下り先は六〇〇余りあると言われていますが、文科省から天下らず 京都にある大学に行きました。また、彼の映画の話は特に面白いと思います。来月、彼と会う機会があることをお伝えしておきます。
さて、啓蒙という言葉（教え導く）は好きな言葉ではありませんが、一方で、いつも早川先生が教えて下さるように、地道に
こういう活動は─例え極めて困難でも─一歩ずつ歩いていくしかないとも思います。
われわれ人間はどうしようもない生き物ですが、またあるふとしたきっかけで変わること できます。去年のここでのほんの
ちょっとのきっかけで、このように変 ったという人物 ここに来てくれています。去年どういう話があったかを二分間ぐらいそこを再現してみた と思います。 （テープを再現）
秋山
　
えーっと、良い先生に巡り合えないから自分は駄目だったというのは、責任転嫁であって（笑） 、てめぇの努力が
足りないんだよね（笑） 。今のお話を聞いていると、非常に理路整然と明晰なお話をしている。にもかかわらず、大学を落ちた。私は名誉校長として、河合や代ゼミに行かずに駿台に来てくれるこ は感謝するけれども、でも親の身になってみれば、しっかりした教育をしてきたにもかかわらず、怠惰ゆえにそのようなことになってけしからんと。そしてそれは人類 とって─ちょっと大袈裟だけどね─損失になる。
三日後に東京大学の入学式がそこの武道館であります。それから二日後に、東京理
科大学の入学式も武道館であります。…
千葉
　
こういうやり取りがあって、そのときの総合司会の忠岡先生は「では、来年胸を張っ
てこの場で報告を」という形で終わりました。この辛口の一言も効いたのか、見事、国立医大に合格したＴＫ君、秋山先生に一言ぶつけてみてください、どうぞ。 （笑）ＴＫ君
　
去年大学受験に失敗して、そのとき秋山先生に、僕の情けない質問から暖かくも
厳しいコメントをいただいて、この結果がひとえに自分の努力不足が招 た結果だ いことを凄く自覚して、その後で勉強の仕方という とを一から見直しまし 。駿台では先生方にも恵まれましたが、従順に勉強するのではなくて、どうやったら自分が感動を得ながら勉強ができるのかとか 自分の知的好奇心を刺激するには たらい かとか、そういうことを常に考えながら勉強してきました。先生方が紹介してくれたことや ちょっ
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とした疑問を投げかけてくれたとき、インターネットとか図書館で調べるとかして、自分の学習意欲が高まっていきました。そういう勉強方法が現役のときからガラッと変わったのですが、このことに関しては、これからの大学での勉強という面でも自分自身が変えられたと思うので、あのときの秋山先生のご指摘に今となって非常に感謝 おります。有難うございました。 （拍手）︵２︶ 「教えない教育」
 
千葉
　
あと一人だけ私の方から指名させていただきます。先ほど秋山先生から国立医学部の話がありました。親としてＭさんか
ら一言どうぞ。Ｍ氏
　
私も医者で、息子は（大学を）無事に卒業しまして、国試にも何とか合格しまして、四月から研修医が始まっています。
うちの教育は学校にお任せ状態で、後は自発的に自分でやるようにという方針でやってきました。秋山先生の話 前回 非常に勉強になりました。息子のというより私自身のことでお話しい します。現在、患者教育理論ということをやっていまして、以前、名古屋での理科大のセミナー「教えない教育」ということをやった際に、秋山先生にはお声掛けしたことがあります。国立医学部の話という枠からは外れますが、私自身、教えない教育というのをやっております。今、ホワイトボードに書 れ いるように、一番良い医者は
inspire
です。コップに水を注ぐのではなく、井戸から汲み上げる、意志を汲み上げるようにしてや
るということが重要だと思います。
先生が
inspire
する、さらにはその
inspire
をどういうふうにしていったら良いのか、何がポイントだと考えていらっしゃいま
すでしょうか。秋山
　
inspire
の動機づけ、
inspire
をするために大体は、本物を見せるとか─刺激をすることですが─いろいろな分野、自然科
学だけではなく、文学や音楽 芸術、スポーツでもですが、味あわせるという を一生懸命やり 教育の中に、 「教えるべきことは教えず」 格言 あります。教えるべきことを教えなかったら、いつまでも成長しないんじゃないかと言う人がいますが、教えるべきことは教えず体得させるというか、気付かせる。自分自身で獲得させる 意味で 日本 教育の悪いところは、私見ですが、教え過ぎだと思い 教え過ぎが人間の考える意欲を削ぎ取っている。何でも教えるから。それが、考えることもさせないという になっていきます。
評判の悪い「ゆとり教育」は、あまり教え過ぎているんじゃないか、教えたことは忘れてしまう。だから、やはり自分で気づ
かせる、獲得させることが重要だ。そして、欧米の教育 、勉強を教えるの は く、勉強の面白さ 勉強の仕方を
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える、そこが肝心なのだろう、と考えたのです。魚は美味しいと教えて、魚の釣り方を教える方がずっと大切なんだよと考えます。お腹がすいたら自分で川や海に行って魚を捕まえてくる、そういう教育にしていかなければ駄目だというのが、そもそもの「ゆとり教育」の最初でした。それがちょっとずつ変節していったことも事実ですが、私は今、先生が医学の方でなさっている「教えない」 、教えない 自分で考え、獲得・理解させるということが ても重要で、今日の私の話もそういうことを間接的に申し上げたのです。ところが、日本では二〇〇二年からのテキスト、教科書が小中高、全部薄くなったんです、 「ゆ りの教育」ですから。
さっき千葉先生から寺脇研さんのお話がありましたが、実は私も寺脇さんのとき、文科省の教育審議会委員でございます。数
学の代表と て出ていました。もうボコボコにやられました。今、生き い の 不思議なくらいやられました（笑） 。そのときに、例えば「円周率が３になる」などとい ことが、まことしやかに世間に流布されました。そんなことは議論すらされていません。おそらくこの開場の中にも「えっ！円周率３になったんじゃないの？」とか「３になりかかった じゃないの？」と思っ おられる方がいらっしゃると思います。あれは全部、どこのマスコミもやりましたからね。テレビ局も全部やりました。まったく事実無根のことをまことしやか やりました。簡単に言えば「誤報」ですよ。それで謝った新聞社もテレビ局も一局もな 。ああいうふうにでっち上げられていくわけです。 「ゆとり教育」に反対する人々がでっち上げ 。当時の文部省は「文部広報」 六回「そう うこと まったくありません。議論もされていません」と書いた。大体、 「文部広報」で出 ということ自体、例がないことです。数学者も多くがそれを信じていた。
話を元に戻します。要するに、あまり教え過ぎているんだ、もっと考える感性とか、不思議を感じる感性と、
理路整然とものごとを深く考え ゆ りの両方を育てるような教育をしなくてはいけないだから次々にいろんなことを教 込んで く教育は、 百害あって一益なし」と私たち 思っていました。そして、今も思っています。だけれども、彼ら やっている教科書は も厚くなりました。教えるのが大変な状況 、ま 戻 て まった こういうこ を言う 「あいつは負け犬の遠吠えだ」と言われます。我々 もう、文科省か 呼ばれることもありせん。 「戦犯」です（笑） 。寺脇研も うです。有馬朗人 そうです。西澤潤一 そうです。私は正しいと思っているけれども 叩き潰さ ました。そして前の教 、要するに、受験を、
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何々大学に入ることを最終目標にするようなそういう初等・中等教育がまた戻ってきているということに、私は大変心配しています。先生の今のお話の回答になっていないのはよく分かっています（笑） 。Ｍ氏
　
もうちょっと良いですか。今のお話を伺って考えたことは、医者や医療従事者、最近は学校の先生なども入っておられま
すが、そこで行っていること 共通しているところがあるのかなと思 した。患者教育と別個に考えて たのですが、ちょっとした不愉快さを持ってもらうことによって、考えてもらうと やり方をするのです 一時不愉快さを持つかもしれませんが、それを持つことによって、打開していく。何故、自分が治療しなくてはいけないのか、とかというようなことを追及していくような内容なのですが。先ほど魚を獲りに行く話がありましたが、もっと奥深く考えると、何故魚を獲りにいかなく はならないのかとか、お腹がすくから魚しかない。魚を食べられない人は別のものをというように。前回の宮沢賢治の話と共通するれませんが、勉強をして一つの大学に入 のも勿論、目標でも いのですが、その先、大学に入る価値があるのかと うよう価値観 よ ものまで触れていくと動くのかな、 思って私たち やっています。 生が仰っていたこ もそうだ 思います。そうなると教科書なんかは決して厚くする必要はなく 薄く 足りな 部分を自分で勉強して く。そういうこ が本当の意味で「ゆとり教育」かな 思いま 。秋山
　
皆さんは教科書の厚さというのが、どれくらい大切だと思いますか。すなわち、私は、先生さえしっかりしていれば、教
科書なんかは─まったく必要 いと 申 せんが─あまり重要ではないと思って ます。ところが、教科書は文科省の検定のものを使わなくてはいけない っていま 。その他、いろ ろ 制限を付け こういうことは教えてはいけない ここまでしか教えてはいけないとか。この「まで」というのをやめ ほし んです。薄 教科書を使ってそこにな ことは自分で教えようという先生がいてもいいし、厚 教科書を使おうという 生がいてもいい。あまり検定なんかしない方が良いんじゃ かなと思っていますが、文科省関係者いらっしゃいますか（笑） 私はそう思っ ます。 （拍手）千葉
　
今のお二人のお話に関連しますが、日本では、 「ゆとり教育」等をこういうふうにやろうと言ったとき、可能か不可能 が、
いつの間にか「是か非か」にすり替わ ことが多々あり こ 問題だけではあり せんが。 「是か非か」 話が優先されて、「ゆとり教育」は潰れていったのではないかと思います。また、 「最低ここまで」が「最大」になります。これ以上教えてはいけないとなります。学習指導要領に最低ここまではやることと記載されたも これ以上は（試験に）出し は け すり替わるのが大変危険な部分だと思います。︵３︶先生との出会い
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総合司会
　
有難うございました。では次にご質問のある方、挙手をお願いいたします。
Ｔ氏
　
秋山先生、何回も質問になりますが、先ほど聞いた昨年のテープの中で「第一志望は譲れない」というキャッチコピーの「第
一志望」というのは大学名ではなく、どういう人間になるかだということを思い出しました。 「これからの教育はどうあるべきか」ということで今日、私が非常に感銘を受けたのは、私が息子を学習院で育て、今回また息子が合格できたというのは、何を教わったかではなく、ひとえにどういう先生に教わっ かということが一番大き ということだと思いました。上の息子を学習院に入れよう 思ったのは、学校 説明やカリキュラムからで なく、壇上に上がった千葉先生を見て決め （笑） 。私 自分の音楽の修行もそ ですけれども、どの先生に、何をではなく、あの先生の傍に たい いう一心です。 「教えるべきも は教えず」という言葉、この先生 傍に れば 教えてもらったような気に って、それで自分がやる気になる いうそういう教育が出来る教師が増えていかないといけないと思います。宮沢賢治のよ に 先生 傍にいたら何も教えてもらわなくてもいいというような、先生方の人間力がこれからの教育で一番大事だと思います。秋山先生 仰ったように、その教科が好きと うよりもそ先生が好き 言わ るよう 方が出現してくださらないと、カリキュラムよりも何よりも大事ではないかと秋山先生のお話を伺って分かりました。有難うございました。秋山
　
やっぱり先生なんですよ。いい先生との出会い、それが人生を変える。学校の先生は、子供 ちにとって人生で最初に出
会う親以外の大人です。ですからその先生は、子供たちを生か も殺すも 生殺与奪の権を担って るわけです。非常に重大です。私も考えてみれば がとっても素晴らしかっ 都立高校を落ちて、補欠募集をや いる高校に行きましたけれども─駒場東邦という学校ですが─、そこで二人 数学 先生に習いました 私が生涯 数学をやろうと思ったのは、そのお二人の先生との出 いがと も影響していて、そのお二人とも東京理科大学のご出身で 。そ 中 お一 Ｆ先生の何 素晴ら かったかというと、その先生はずーっと研究をし続けていた。
千葉先生も学習院に勤めてからも忙しい中、研究をし続けていた。過去形にしてはいけないんだろうけど、多分、過去形だろ
うな（笑） 。
私の先生も大学院に通って、自分も学んでいた、都立大に通っていました。大変なものに挑戦していくその姿を見せてもらい
ました。
もう一つは、高校生は殴り合いのけんかだとか、失恋だとかいろいろあるわけですが、そうするとその先生が慰めてくれるん
だけれども、その慰め方が凄 んです（笑） 。体育館に連れ 行 、いき りピアノの前に座って、ショパンか何か 弾き始
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めるんです、そういう先生。それから職員室に質問に行くと、原書でヘルマン・ヘッセを読んだり、 『車輪の下』を読んだり『若きウエルテルの悩み』を読んだりしているんです。他の先生が休講のとき、生徒にとっては遊びの時間ですが（笑） 、その先生は、その時間に化学でも英語でも何でも教え くれました また、出来ない子を放課後に残す。後ろでその先生が財布を開けてお金を勘定してい 。何をやって るのかなと思っていると、前に出てきて「今日はみんな頑張ったな。今日は出前を取ってやる」と言うと、みんな大騒ぎです。 「はい、チャーシューメン」 「はい、かつ丼」とか言うと「それは先生が決める」 （笑） 。出前が届いた。どんぶりにご飯が山盛り、それにラーメン三つ。ラーメン三つをおかずにして、ご飯を食べる（笑） 。私 その先生に未だに足を向けて寝られません。もう一人のＯ先生という方も、千葉先生みたいに人情味が厚い人ですが、その先生は富士山登頂回数が六〇〇回くらいです（会場どよめき） 。世界で一番多く登っ です。この先生 いつだったかテレビに出てましたよ。
遠足で一二〇キロもある太った子がへばったとき、その子を背負って山頂まで行きました。この間会ったときこう言っていま
した。 「お前ら、軟弱だ。俺の体を見ろ！」と言って脱いだら、筋骨隆々。「田子の浦から富士山頂まで五〇キロある。往復で一〇〇キロ、そんなものは楽々だ。走って登るんだ」 。それも簡単だ。だからリュックサックに鉄アレー二〇キロを入れて、走って登 帰ってくる、こういう男。強烈なんです。そう 先生との出会いというのはとても大切。だけ も言 たいのは、最後 ッキーであったんじゃない、と私は思っています。要するに、生徒にその心がなければ、い 先生も見逃 しまう だから、生徒の方が、よき師 よき友を求めて自分から人格を磨くここういうことがいい先生に巡り合えることになるのかなーと思います。私は単にラッキーだ だけ が（笑） 。
︵４︶まだ間にあうか？総合司会
　
有難うございました。他にご質問のある方、お願いします。
Ｏ氏
　
秋山先生に質問です。今、日本のビジネスにおいて、クリエイティブだとか、イノヴェイティブなアイデアを非常に強く
求められているなと感じています。今日のお話では、これからの子供 ち どういう教育をすべきか いうお話で ただ現在の問題として、日本のビジネスパーソンが発想力などが乏しい いうところで アメリカやシンガポール 東南アジア等どんどん新しい商品やサービスが作られてしまっています。教育の現場を改革 というこ も非常に大事だなとは思 ますが、今の日本のビジネス界をどういうふうに養ったら即効性のあるものになる か、先生の思 という をお聞 せくださ 。秋山
　
Ｏさんのご質問で、経済同友会の長谷川閑史さんが仰っていたことを思い出しました。こういうふうに仰っていました。 「日
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本の経済、ビジネスの世界で、例えば
iP
hone
とか
iT
unes
とか、ああいうものは外国で出来て、あそこで使われている技術は全
部日本で知られていたんだ、大したものじゃないんだ、というようなことを言う技術者がいるが、それは違う。彼らより先には作れてはいないじゃないか。要するに、負けている。そのことをきちん 反省しなければ駄目だ。 」と言われたのがとても印象に残っています。数学でも、アメリカの数学者がこういう理論を作った、その各論に関しては日本の ろいろな数学者たちがあれこれやっていたということがあります。日本の理論をうまく組み合わせれば、あんな理論は簡単に出来たんだ、などとほざく人間がいるけれども、うまく組み合わせることが出来なかったわけです。だから結局駄目なわけです。要するに、今のＯさんの質問に対する回答なのですが、やはりマニュ ル人間、指示待ち人間というの 未だに脱却できていない。 「指示待ち人間」というのは、一九九六年、ですから二十年近く前に経団連が「日本の会社に入ってくる若者はどうもあまり使いものにならない。 から会社に入ってきたら四月に新人研修 徹底的に教育をし直すんだ、も 少し教育界がしっかりしてくれなきゃ困 。どういう目標で人間を育てているんだ」 言った。我々はずいぶん、肩身が狭い思いを ました。その きに流行した 葉が、 「指示待ち人間とか「マニュアル人間」と う言葉です。マニュアル なくても 自分が今解決すべき問題 常に抱えて るか、この仕事が終わったら、どの仕事をどういう手順でやろうか、どういう戦略でやろうかと うことを常に考えて るかどうか。マニュアルに書ていない問題がたくさん出てくる 大きい問題だったら「想定外」の問題。最近はよく、 「想定外」 「想定外」と言います。そ 「想定外」の問題にど 対応するか、これ マニュアルなんかはありません。突然、地震や津波が来るとか、こう うことに対応する能力を身つけていないというのも、これはなか か困ったこと これもすべて教え きて、マニュアルを与えてきたことからこうな て、そして考えない 習ったことし わ らない。そして習ったことも残念ながらすぐ忘れ しまう。こ よう 状況を繰り返 ている。ですから、会社に入っ すぐに能力を身に着けることはな なか難しいと思う。どちらかというと、幼少の頃から んです。幼少の頃からの積み重ねです。数学で有名な岡潔先生がおられます。一九六〇年ですから、五十年以上前に文化勲章を受章された先生が 一生懸命言っている言葉の中に「人生で大切な道義
（四）
は六歳までに教えるべし」というのがあ
ります。六歳までに考える習慣と 、感じる心とか、そういうものを育てな も 遅い。Ｏさんには申し訳ないけれども、会社に入って ではも 遅 （笑） とい ことも一面、真実です。だけども、それはそれなり また ろん 対応 仕方はあ と思うけれども、
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かなり遅い。千葉先生はどう思いますか（笑） 。︵５︶高校生からの質問―なぜ努力する必要があるのか―千葉
　
秋山先生と話がしたいという方が他にもいらっしゃると思いますが、時間があまりありませんけれども、ここまで理系の
話、医学の話、芸術の話、ビジネスの話等々出てき した。あともうお一人、高校生のＹ君どうですか、こういう場に出てきた感想など。Ｙ君
　
今日は有難いお話をたくさん聞かせていただき有難うございました。感想とせっかくの機会ですので、これまでの方々に
比べたら大したことではありませんが、質問を一つさせていただき いと思います。高校生ながらいろいろな方と関わらせてもらっています。優秀な方とかそうでない方（笑）─成績面ですが─。成績が悪くても凄く努力している人とか元来ＩＱが高くて全然勉強しなくても良い成績が取れる人がいます。でも、そういう人も含めて、みんな話を聞いていても何故努力をしているのかという先があ り見えていないのかなと、今、学生の目線で思っ ます。努力したら何があるのかと うと、頭に浮かぶのは最終的にお金持ちだったりとか、絵に描いたような幸せを目指して─多分、それは親から言われてですが─。今勉強すれば、将来幸せになると小さいころから言われて勉強していると思います。でも、ほんとうに勉強して幸せになれるんだったら、テレビに出てまったく学がな 人でも大成して るひとは大勢いらっしゃいます。勉強したら大成できる けでもないし、勉強しなかったら大成でき い いうわけで な 。私たちが今努力している理由は、一体何なのかなということに答えをお聞かせ願いたいと思います（笑） 。秋山
　
あのね、先ず質問。例えば君は今、高校生だから大学入試を例にしよう。次の四つのうち、君はどれが一番いいと思う？
①努力してうかる。②努力して落ちる。③努力 でうかる。④ な で落ちる。Ｙ君
　
良い解答をするとすれば、①努力してうかるというのが多分、人としてと か（笑）良い解答だと思います でも、で
きるものなら③努力しないでうかると うのも良いかなと思います。秋山
　
その根性がさもしい（笑） 。私が一番良いと思っているのは、②努力して失敗する、努力して不合格です。
いろんなところで講演をすると、若い人が「すみません、色紙に何かお願いします」と頼みに来ます。そのとき何と書くかと
いうと「努力は報われず、正義は滅びる。恋する女は泣きをみる」 （笑） 書いてきます。それは反語的な意味ですが、実るかどうかわからない努力、でもしなさい。非常に弱い正義、それでもその砕けやすい正義を一途に追い求めなさい そして女から
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裏切られるかも知れないけれども、一生懸命愛しなさいということを言いたい。でもそれは短いスパンで見ると、そうなっているとは限らない。失敗、挫折、屈辱…人 っていうのは、若い高校生に言いたくはないけど（笑） 、そういうものの連続なんです、それがまず一つ。「人事を尽くして天命を待つ」 、努力をしたらあとはもう成功するかしないかは、神様が決める領分だ。そこにつまらないことを考える必要はない。ただ、おのれにできることは、ひたすら努力をすること。「人事を尽くして天命を待つ」と言いましたが、 「人事を尽くさずして天誅が下る」 、この後半は知らない ろ、今、作ったんだから（笑） 。もっと強調構文で言えば、 「きっと失敗する。そのときに、失敗してあっぱれだ」と思うように最善の努力を積むこと。「成功」というのは何かというと、金でもない、財産でもない、名誉でもない。人によって価値観が違うから、私は自 の価
値だけ言うけれども、金なんかいくらあったって、棺桶に持っていけないよ。も すぐ棺桶だからね、俺は（笑） 。名誉や地位なんて始めっからない。悲惨な人生ですよ、でもいいんだよ。たった一回の人生だから、思う存分生き抜くことが重要なんだ。恵まれていたって、恵まれてなくったって、怨みっこなしだ。それで自分の目指す方向に向かって、一心不乱に邁進する 数学のいい理論ができるかどうかわから いけど、それを追い求めて、毎日や てるんだよ。今日なんかちょっとね、あの定理は家に帰ってやってみてくれよ。すぐ捨てよう 思ってるんだろ（笑） 。三時に起きて作ったんだからね。よくよくやってみれば「おおっ！凄 ！」と思うと思うよ。今日出来 ば りの取り立て、捥ぎ立 ほやほ 、湯気が出 る定理だよ。場合によっては「千葉糺の定理」と呼ぼうではないか。でも私はもう こっちに来る途中に、それの立体バージョンも出来る 思いついた。
前田先生、ここにＡという立体、ここにＢという立体、体積は同じ。Ａをいくつかの断
片に分けて、ヒューッと並べ替えると、裏と表がひっくり返ってＢという立体になる。そのためには、どう切ったらいいかと、前田先生のお得意のアルゴリズム、手順を考えた。分かる？分からないね（笑） 。高橋さんは分かるよね、き と。芸術家だ ら。
戻る。出来るかできないか分からな 、でも と とんやれ。それが美しい、と私は思っ
ています。君は良い家に綺麗な奥さんをもらって、金がいっぱいあって、ハワイに別荘とか。そんな人生に俺はちっとも憧れていない。ど でもいい。これは負け犬の遠吠 みた だ
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ということもよく分かっているけれど、それでいいんだよ。だから君も自分の人生観をつくりなさい。︵６︶最後に総合司会
　
先生、有難うございました。最後に一番インパクトのあるご質問をいただいたと思います。秋山先生のお話で、今日
皆さんが一番、頷いていらっしゃいました（笑） 。秋山先生、今日は有難うございました。 （拍手）石川さんから一言。石川
　
私はそもそも、すべてのことが偶然であると思っていますから、あまり論理的に考えるよりも、─自分が産まれているこ
とも偶然です ─、偶然であるにもかかわらず、一生懸命、因果関係だとか二元論を使ってものごと 減少をロジカルに説明していこうという習性を人間は持っていると思います。結果から原因を一生懸命追及することに時間を費やしていて、先のことをまったく思い至って ない。すべてのことが偶然起こっていると思えない人が多いんです。私は千葉先生とお目にかかったのも偶然ですし、こ にいる社員と会ったのも偶然、皆さんとこうして話して るのも偶然 この偶然の連続がどうなっ 行くのか。
先ほどＹ君からの質問で勉強していて成功するかしないかという話がありましたが、成功というのは人のために生きるという
のが成功だと思います。偶然の連続の中で会った人のために働く 生き ということが人間の成功だと思えば、あまり成績が良くても良くなくても、金があってもなくても、関係ない。
今日は秋山 生、有難うございました。先生の世界は、この世の中はこっち側とあっち側があって─あの世ではないですよ
─、こっち側というのは知識 か知 いるとか 勉強して学ぶというものなんです。生きている中のあっち側 一生懸命探っているのが学者、特に科学者 数学者 数学者 どはあっち側の目に見えな ものを、一生懸命 っち側に持ってきて説明する。われわれビジネスマンというのは、こっち側の仕事を一生懸命や て るわけです。あっち側のものを持ってくる 、これを
Innovation
というわけです。あっち側のものを持ってくることが出来ることが、ビジネスのチャンスに繋がるんです、Ｏさん。
それは、すべてのものが偶然の連続であるという認識を持たなければ難しいんだと思います。あっち側の話とこっち側 話を
次回はセブン＆アイ・ホールディングスの伊藤君とやろうと思いますが、私はあ ち側の話とこっち側の話がうまくいけばいろいろなことが出来ると思います。先生みたいな定理とか公理とか、近代科学というのは目に見えないあっち側のも こっち側に持ってくる作業だと思います。でも、も そろそろ、持 くるものがないんじゃな なと うふうに います。 は先生方も努力が必要でしょうけ ども、最終的 は「勘」ですよね。 「勘」 使って超越する、このプロセスが出来るか否かが成功の鍵だと思います。
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「運」と「縁」と「勘」これを子供たちに教えなくてはいけないんじゃないかなと思います。私は「運」と「縁」と「勘」で超越すれば、人のために働くことが出来る人間になれるんじゃないかと考えます。 （拍手）総合司会
　
次回は十一月十四日またこのアルカディアで開催させていただきますので、また皆様とお目にかかれればと思います。
皆様、秋山先生にもう一度盛大な拍手をお願いいたします。 （拍手）
あとがき
千
　
葉
 　
 糺
今から七〇年前、日本全国が焦土と化したとき失わなかったもの―それは長い歴史と文化が培った「教育」という資産でした。
それが敗戦国・日本を復興させた「源」でした。その「教育」 学校でも家庭でも社会でも、崩壊しつつあるのではないかと言われています。学力低下、いじめ、犯罪の低年齢化、教師の不祥事等々、次々に報道され、消えていきます。原因はどこにあるのか。
ある小学校の教員が次のような文章を書いています。
教育の世界には「やったほうがよい」ことは無限にある。 「総合」もその中の一つだ。だが、時間と人は有限なのだ。 「総
合」は「ゆとり」と言いながら結局、多忙な教師の生活にまた一つ準備をしなければならない仕事を増やしてしまったのである。しかも、教科書がない。普通は学習内容は教科書が示してくれている。
教科書があって、それを説明し、理解度を試験するという従来型の学校教育だけでは、これからの想定外の出来事に対応でき
る人材は、育ちにくいということは否定できないでしょう
（五）
。
二度にわたった対談の再現が、読者 方々に何らかのお役にたってくれるならば私たちにと てこれ以上の喜びはありません。
超ご多忙な秋山先生が、四月第一土曜日夕方からという日時にも関わらず快諾、ご協力いただいたことに深く感謝申し上げます。なお、不適切な表現等の責任は、すべて私にあることを付記いたします。（一）
 　
例えば次のようなコラムがある。
 
　「評判の悪かった「円周率は３」も３・１４に戻り、台形の面積の求め方も復活した。 」 （評論家・小浜逸郎「ゆとり教育の失敗がもたらしたもの」 ）
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（二）
 　『わかりあえないことから』６７ページ
 
短期的な記憶を問う試験
 
　
いま、日本の教育界のもっとも大きな課題の一つは、子どもたちの長期的な記憶に関する部分だろうと私は考えている。
 
かつて「分数のできない大学生」という言葉が話題となった。しかし、これは言葉として正確を期すなら、少し間違っている。 「分数のできない大学生」ではなく、 「分数を忘れてしまった大学生」 言わなければならない。本当に分数ができなかったら、その学生は進級、進学ができなかったはずだ ら。
 
　
問題は、これまでの日本の学校教育のシステムは、この「短期的な記憶」しか問うてこなかったという点だ。分数は期末試験までできればいい。
英単語は大学入試まで覚えていればいい。学校での学びと、社会で有用な知恵が、ほとんど連結をしていなかった。
 
　
もちろん、そのような試験にも意味はあった だと思う。そこで問われていたのは、おそらく「学力」ではなかった。そこで問われていたのは、
「従順さ」と「根性」だった。
 
　
教師から、 「期末試験に出すから、教科書のここからここまでを覚えてこい」と言われて、それを素直に履行する従順さと、それを時間内に覚
えきる根性が問われてい 。そして、それは、たしかに無意味なこ でもなかった。高度経済成長期には、そのような従順で根性のある産業戦士こそが、国家から求められる人材 ったのだから。
（三）
 　『理系の子』
 
　
２７２ページ
 
　
フィリップが小学生だったころ、 （母親）アマンダは息子の学力を伸ばすためにどうしたらいいのか 悩ん たこ があっ
た。そんな折、プリンストンの教育ママのひとりから、 ＂クモン＂という塾に行かせたらどうか すすめられた。なにはともあれ
 
＂クモン＂は抜きん出ているという。
 
　
好奇心に駆られてアマンダは、 ＂クモン＂の教室を見学 行った。何列にも並んだ子供 ちが小冊子のようなものになにかを書き入れていた。
問題を正確に解いた子供たちには、褒美としてキャンディーが与えられる。アマンダは、このような場所に息子を入れることにためらいを覚えた。
 
　
あまりに受身で与え たものを消化するだけの方法だと思われたからだ
( 中略
)
 
　
しかし、子供たちの知性が平均的であろうが、トップレベルであろうが、 ＂クモン＂でやっているように、キャンディーをもらう めにテキス
トを埋めていくやり方は、ちがうのではないかという気持ちがある。
（四）
 　
人の行うべき正しい道。道徳のすじみち。
（五） （ 『文芸春秋』２０１５年
11月号）は「日本再興の鍵は教育にあり」という特集を組んでいる。その中に、池上彰、佐藤優の対談「新・教育論」
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があるが、本論文内で何度か触れたことを池上彰氏も次のように危惧されている。
 
２４３ページ
 
（池上）
　
彼ら（学生）は正解がある問題を答えることに慣れてしまっている。だから与えられた条件の中で、出題者が求めているものを瞬時に
判断し、解答することには長けています。ところが、答えのないような問題や自分たちで新たなことを考え出さなければならない問いは苦手です。実社会に出て役に立つ能力と、彼らがこれまで身に付けてきた能力は違うものなのではないか。その点が心配になるのです。
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